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市や町の連携について考える

　広域連携を進めていくことで、事務が効率化され、基礎自治体の負担も軽くなります。さらに、これ
まで各市町村でそれぞれ行ってきた業務を 1つにとりまとめる際に、各自治体の業務内容の精査を行
い、ノウハウの共有を図ることができるので、広域連携は特定の業務に特化した存在となり得ます。

広域連携が基礎自治体を強くする

　現在、名古屋市、北名古屋市、豊山町、北名古屋衛生組合の間で進めてい
る広域連携があります。それが、「北名古屋ごみ焼却工場建設事業」です。

　市町村では、厳しい社会情勢により、職員削減な
ど行政改革を進める中で、多様化する住民ニーズに
主体的に取り組んでいくことが難しくなってきてい
ます。さらに、地方分権の流れのなかで、都道府県
から市町村へ権限移譲される事務を、サービスレベ
ルを維持しながら継続していかなければならないと
いう課題もあります。
　これらの問題に対応していくために、これまで市
町村が個々に処理してきた業務や、権限移譲される
業務を、複数の市町村で連携して効率的に処理して
いくための仕組みのひとつが、広域連携です。 各自治体ごとにすべての業務を行

わなければならないので大変

業務を役割分担して行うこと
ができるので効率的

一部事務組合（業務の一部を共同で処理するための特別
地方公共団体）
　○西春日井広域事務組合　
　　業務：消防、休日急病診療など
　　管轄：北名古屋市　清須市　豊山町

　○北名古屋水道企業団　
　　業務：水道事業など
　　管轄：北名古屋市　豊山町

これまで行ってきている広域連携

　市町村では保険料徴収と窓口業務を
行い、相互の協力・連携によって後期
高齢者医療事務を効率的に処理します。

　生活の安心安全について必要不可欠
な業務ではあるが、特殊な技能が必要
な職種であるために近隣市町村が共同
で取り組む方が効率的。

広域連合（広域にわたり処理することが適当であると認
められる事務を処理するための特別地方公共団体）
　○愛知県後期高齢者医療広域連合
　　業務：保険料の決定、医療の給付など
　　管轄：愛知県内全市町村　　

いま新たに進めている広域連携

　次のページでは、「北名古屋ごみ焼却工場
建設事業」の経過をお知らせします。

第２次愛知県ごみ焼却処理広域化計画
○焼却工場は300ｔ／日以上に集約
○名古屋市、北名古屋市、豊山町でごみ
処理の広域化（名古屋ブロック）

北名古屋市・豊山町のごみ処理施設
○昭和 48年からごみ処理を行ってきた北
名古屋衛生組合環境美化センターが老朽化
○北名古屋衛生組合単独での建て替えは困難

名古屋市のごみ処理施設
○南陽工場（名古屋市のごみ処理施設のお
おむね５割の処理能力）の更新時に代替
施設として新工場が必要

北名古屋ごみ焼却工場建設事業
　名古屋市、北名古屋市、豊山町および北名古
屋衛生組合が共同で新たなごみ処理施設を建設

　ごみを安定的かつ効率的に処理することで、
衛生的で安心、快適な都市生活を実現します。

広域連携
できてい
ないと…

広域連携
できてい
ると…

　○北名古屋衛生組合　
　　業務：ごみ処理・し尿処理など
　　管轄：北名古屋市　豊山町

広域連携における都道府県の役割

市町村

都道府県

　都道府県は、市町村に関す
る「連絡調整役」を担っていま
す。複数の市町村で連携して
行われる事務に対し、積極的
に情報提供や助言をします。

助言・
情報提供など

問合せ・報告・
情報収集など
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北名古屋ごみ焼却工場
建設事業について

北名古屋ごみ焼却工場
建設事業について

　市のごみは、昭和48年から一部事務組合で
ある北名古屋衛生組合の環境美化センターで処
理してきました。施設の老朽化などの理由から
名古屋市、北名古屋市、豊山町および北名古屋
衛生組合が共同で新たな施設の整備を計画し、
平成32年度の供用開始に向けて事業を進めて
います。
　お問い合わせは、清掃工場建設準備室へ。
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処理方式

処理能力

処理対象ごみ

煙突高さ
運転計画

計画諸元

処理方式は、全連続燃焼方式とし、
以下のいずれかを計画しています。
○ストーカ式燃焼方式　
○流動床式燃焼方式
○ストーカ式燃焼方式＋灰溶融方式
○シャフト炉式ガス化溶融方式
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図
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催
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の
提
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ま
で
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進
捗
状
況
と
今
後

■ 

こ
れ
ま
で
の
進
捗
状
況
と
今
後
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流
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い
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意
見
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の
提
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〜〜〜〜
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北
名
古
屋
衛
生
組
合

環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
等
の
解
体

北
名
古
屋
ご
み
焼
却
工
場
の
建
設

環
境
影
響
評
価
書
の
公
告
・

縦
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■ 建設予定地■ 建設予定地
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新川
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師
橋
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師
橋
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成
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市
計
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定
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縦
覧

概
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会

北
名
古
屋
市
都
市
計
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審
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会
へ
付
議

現
在
は
、
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の
段
階
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す
。

北
名
古
屋
ご
み
焼
却
工
場

　
　
　
　
　
　
　
　
供
用
開
始

　
６
月
７
日
〜
７
月
８
日
に
都
市

計
画
の
案
と
環
境
影
響
評
価
準
備

書
の
縦
覧
を
行
い
、
期
間
中
に
準

備
書
説
明
会
を
５
か
所
で
開
催

し
、
98
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。　〜

準
備
書
説
明
会
で
の

　
　
　
　主
な
質
問
と
回
答
〜

Ｑ
１
　
新
た
な
煙
突
か
ら
排
出
さ

れ
る
物
質
は
大
丈
夫
な
も
の
で

す
か
。

Ａ
１
　
国
の
求
め
る
基
準
以
上
に

厳
し
い
公
害
防
止
基
準
を
設
定

し
て
い
ま
す
。
煙
突
か
ら
出
る

排
出
ガ
ス
は
従
来
と
比
較
し
て

も
ク
リ
ー
ン
な
の
で
、
ご
安
心

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
２
　
名
師
橋
の
交
通
渋
滞
対
策

は
何
か
考
え
て
い
ま
す
か
。

Ａ
２
　
ご
み
収
集
車
の
通
行
の
分

散
化
を
図
る
な
ど
、
交
通
渋
滞

へ
の
影
響
を
で
き
る
だ
け
小
さ

く
で
き
る
よ
う
に
調
整
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

平成 32 年度

　
環
境
影
響
評
価
準
備
書
の
縦
覧

期
間
を
含
む
６
月
７
日
〜
７
月
22

日
の
間
に
、
３
人
の
方
か
ら
１
１

０
件
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
み
な
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た

ご
意
見
や
専
門
家
の
意
見
を
踏
ま

え
て
、
環
境
影
響
評
価
書
を
作
成

し
て
い
き
ま
す
。

　
〜
こ
の
よ
う
な
ご
意
見
を

　
　
　
　い
た
だ
き
ま
し
た
〜

○
稼
働
後
の
大
気
汚
染
、
騒
音
、

振
動
、
悪
臭
、
水
質
、
搬
出
入

の
ア
ク
セ
ス
等
、
い
わ
ゆ
る
公

害
に
つ
い
て
の
予
測
お
よ
び
そ

の
対
策
の
方
が
準
備
書
の
調
査

内
容
よ
り
も
重
要
。

○
廃
棄
物
等
運
搬
車
両
の
搬
入
路

を
分
散
し
、
交
通
渋
滞
、
騒

音
、
車
両
の
排
気
ガ
ス
な
ど
健

康
被
害
や
精
神
的
被
害
の
負
担

を
軽
減
す
べ
き
。

○
廃
棄
物
等
の
搬
入
お
よ
び
搬
出

で
、
明
確
に
車
種
規
制
非
適
合

車
の
使
用
は
行
わ
な
い
と
す
べ

き
で
あ
る
し
、
更
に
進
ん
で
電

気
自
動
車
な
ど
の
採
用
に
つ
い

て
検
討
す
べ
き
。
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通学路のカラー化を実施しています

　市では、平成 24 年度から小学校の通学路で、路
側帯のカラー化を進めています。

　通学路を緑色で示
し、ドライバーの視
覚に訴えかけます

（写真は大坪公園か
ら県道名古屋江南線
までの通学路）。

　通学路をカラー化しても交通事故がなくなるわけ
ではありません。一人ひとりが交通ルールを守り、
思いやりの心を持って安全運転を心掛けてください。

　

利用時間　午前 9 時～午後９時 30 分

　
市
で
は
、
木
造
住
宅
の
無
料
耐
震

診
断
と
耐
震
改
修
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
倒
壊
の
お

そ
れ
が
あ
る
と
判
定
さ
れ
た
場
合
は

耐
震
改
修
費
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
住
宅
　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以

前
に
工
事
が
着
工
さ
れ
た
木
造
住

宅（
在
来
軸
組
構
法
お
よ
び
伝
統

構
法
の
戸
建
て
、
長
屋
、
共
同
住

宅
、
併
用
住
宅
で
貸
家
を
含
む
）

で
、
２
階
建
て
以
下
の
も
の
。
ま

た
、
現
在
も
居
住
し
て
い
る
も
の

対

　象
　
住
宅
の
所
有
者

募
集
戸
数
　
若
干
数

問
合
せ
　
施
設
管
理
課

　
市
で
は
、
雨
水
貯
留
施
設（
雨
水

タ
ン
ク
）を
設
置
す
る
た
め
の
費
用

の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

補
助
対
象
　
建
築
面
積
10
㎡
以
上
の

住
宅
、
店
舗
、
倉
庫
等
へ
の
設
置

で
、
貯
留
量
が
１
基
あ
た
り
２
０

０
ℓ
以
上
の
も
の

対

　象
　
建
築
物
の
所
有
者

補
助
額
　
１
基
あ
た
り
１
万
５
０
０

０
円

募
集
数
　
若
干
数

問
合
せ
　
施
設
管
理
課

木
造
住
宅
無
料
耐
震
診
断

雨
水
貯
留
施
設
の

　設
置
を
補
助
し
ま
す

区　分 大　人 小人（中学生）

1回券

回数券
（11枚）

定期券

300 円

3,000 円

1 か月　  3,800 円
3 か月　10,100 円

100 円

1,000 円

定期券なし

持ち物　トレーニングウエア、タオル、室内シューズ
問合せ　スポーツ課

お願い

　これにより通学路
の位置を明確にする
ことができ、ドライ
バーに対して自動車
のスピードの抑制を
図ります。
　お問い合わせは、
都市整備課へ。

車道

外側線

カラー部分（緑色）

なりましたなりました新しく新しく

※利用券は、総合体育館受付窓口でお買い求めください。

トレーニング機器がトレーニング機器が

利用料金

健
康
づ
く
り
や

体
力
向
上
に

お
役
立
て
く
だ
さ
い

総合体育館
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小
・
中
学
校

　
　新
１
年
生

一
部
の
地
域
に
限
り

就
学
校
を
変
更
で
き
ま
す

小
・
中
学
校

　
　新
１
年
生

一
部
の
地
域
に
限
り

就
学
校
を
変
更
で
き
ま
す

　
市
内
の
小
・
中
学
校
で
は
、
一
部

の
地
域
に
限
り
就
学
校
を
変
更
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
就
学
校
の
変
更
基
準
に
該
当
す
る

方
で
希
望
す
る
方
は
12
月
６
日（
金
）

ま
で
に「
就
学
校
の
変
更
・
区
域
外

就
学
申
請
書
」（
学
校
教
育
課
に
あ
り

ま
す
）を
学
校
教
育
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

就
学
校
の
変
更
基
準

①
㋐
指
定
校
が
遠
距
離（
小
学
校
は

直
線
距
離
が
お
お
む
ね
１
㎞
以

上
、
中
学
校
は
直
線
距
離
が
お
お

む
ね
２
㎞
以
上
）で
、
よ
り
近
い

隣
接
校
へ
の
就
学
を
希
望
す
る
場

合
。
㋑
別
表
に
定
め
る
地
域
に
居

住
し
、
保
護
者
が
指
定
校
以
外
の

学
校
を
希
望
す
る
場
合
。
た
だ

し
、
新
た
に
１
年
生
に
就
学
す
る

児
童
・
生
徒
に
限
り
ま
す
。
ま

た
、
そ
の
児
童
・
生
徒
の
兄
姉
も

変
更
を
希
望
す
れ
ば
同
じ
学
校
に

通
え
ま
す
。

※

小
学
校
を
変
更
希
望
し
た
場
合
の

中
学
校
へ
の
就
学
は
、
通
学
区
域

に
基
づ
く
も
の
と
し
ま
す
。
た
だ

し
、
在
籍
す
る
小
学
校
に
該
当
す

る
中
学
校
へ
の
就
学
を
希
望
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

②
①
の
受
け
入
れ
児
童
・
生
徒
数

は
、
あ
ら
か
じ
め
教
育
委
員
会
が

明
示
し
た
範
囲
内
と
し
ま
す
。

※

受
入
可
能
人
数
を
超
え
た
場
合
は

抽
選
と
し
ま
す
。

③
学
年
途
中
に
市
内
へ
転
入
お
よ
び

転
居
し
、①
㋐
の
条
件（
こ
の
場
合

は
全
学
年
を
対
象
）に
該
当
す
る

場
合
。
た
だ
し
、
該
当
校
の
受
け

入
れ
児
童
・
生
徒
数
に
余
裕
が
あ

る
と
き
に
限
り
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
学
校
教
育
課

へ
。

別　表

師勝中学校訓原中学校

変更可能な
学校指定校

鹿田栄 101～194 番地、鹿田西村前、
鹿田藤の木、鹿田大日堂附 4022 番
地、鹿田西藤之木、片場天王森 25 ～
49 番地および 75 ～ 86 番地、片場
八反 12 番地および 30 ～ 38 番地な
らびに 52 ～ 117 番地、片場八瀬の
木、高田寺上外浦、高田寺北の川 1 ～
21 番地、高田寺砂場 1 ～ 6 番地

区　域

　私たちの住む北名古屋市が、誰にとっても暮らしやすく、潤いのある豊かなまちであって欲しいと思うのはすべての
市民の願いです。そこで市民自らが行う公益社会貢献事業を支援するため、平成 26 年度分の「北名古屋市市民協働推進
事業補助金」申請団体を募集します。
　補助金交付の採択は、有識者、市民活動実践者、市職員等からなる選考委員会により、事業の公益性、実現性、事業
効果等について審査し選考します。補助金には３つの部門（段階）があり、団体の活動状況に合わせて申請できます。
　市民が主役で、豊かに暮らせるまちづくりを進めるため、ぜひこの補助金をご活用ください。
　お問い合わせは、市民活動推進課へ。

「市民協働推進事業補助金」申請募集
市民自らが行う公益社会貢献事業を支援します

※対象経費について詳しくは、市民活動推進課
にお問い合わせください。

青色申告決算・年末調整説明会

　名古屋西税務署では、平成 25 年分の青色
申告決算および年末調整に関する説明会を開
催します。

青色申告決算等説明会
と　き　11 月 15 日（金）　午前 10 時～正午
ところ　総合体育館　研修室
※青色申告決算書用紙は確定申告書用紙等に

同封されます。

年末調整等説明会
と　き　11 月 15 日（金）　
　　　　午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分
ところ　総合体育館　市民ホール
持ち物　事前に郵送された説明会資料
　関係用紙類が不足する場合は、説明会場（ま
たは税務署）でお渡しします。国税庁ホーム
ページからダウンロードすることもできます。

問合せ　名古屋西税務署☎052（521）8251

事業者・給与所得者の方へ

個人市県民税の納付は給与から

市民協働マスコット
　　北名古屋家のツツジきょうだい

平成 25年度はこんな事業が採択されました
◎やさしい運動とおしゃべりの会
申請団体
　こころとからだの学校
　介護予防・認知症予防を目的と
して、運動指導員による高齢の方
向けの教室を開催。

◎ハッピー大作戦「ＬＯＶＥワゴン」
申請団体
　NPO法人
　次世代健全育成サポートあひるっこ
　近年深刻となってる少子化と、結婚し
たくても出会いが無いという社会情勢を
問題と捉え、「婚活」を支援。「お見合い
パーティ」や「街コン」を開催。

◎市民による音頭制作・普及事業
申請団体
　市民による音頭制作・普及実行委員会
　市内のさまざまな団体が協働して、子
どもから高齢の方まで親しんで踊れる

「キタナゴレンジャー音頭」を制作・普
及。

　市では、これまで一部の事業所に対して、個人市県民税
を普通徴収（納税義務者が直接銀行窓口等にて納付）で賦
課・徴収してきましたが、平成 26 年度から法令等の規定
に基づき、県内全市町村で一斉に特別徴収（給与からの天
引き）に切り替えます。公正な税負担を実現するため、み
なさんのご理解とご協力をお願いします。
　お問い合わせは、税務課へ。

　特別徴収への切り替えに伴い、個人市県民税の特別徴収
事務についての担当者説明会を開催します。
と　き　①11 月 20 日（水）　午後 1 時 30 分～
　　　　②11 月 22 日（金）　午後 1 時 30 分～
　　　　※①、②の説明内容は同じです。
ところ　文化勤労会館　小ホール

特別徴収とは
　事業者（給与支払者）が、毎月支払う給与から従業員（給
与所得者）の個人市県民税を徴収し、納入する制度です。
　事業者が所得税の源泉徴収義務者である場合、特別徴収
義務者として従業員の毎月の給与から市県民税を特別徴収
しなければなりません。
　なお、給与所得以外の所得に係る市県民税を除き、事業
者や給与所得者が徴収方法を選択することはできません。

部　門 活動支援（ホップ） 市民公益事業支援（ステップ） 協働事業支援（ジャンプ）

補助目的

補助内容

市民活動団体設立支援、団体活
動の活性化

市民が主体となって行う公益
社会貢献事業の支援

市民公益事業支援部門で採択さ
れ た 事 業 の 発 展・拡 大、実 用
化・事業化

市民が主体となって行う公益社会貢献事業費の一部を補助

選考方法 書類審査 公開プレゼンテーション、ヒアリングによる審査会

選考時期 平成 26 年 1 月（予定）

対象事業

市民が主体となって行う不特定
多数の市民の利益増進に寄与す
るとされる事業で、平成 26 年
度中に実施されるもの

地域での課題解決や市民が主体
となって行う公益社会貢献事業
で、平成 26 年度中に実施され
るもの

市民公益事業支援部門で採択を
うけた事業を改善・発展、実用
化・事業化したもので、平成 26
年度中に実施されるもの

補助額

対象経費総額の 70％以内（限度
額 5 万円）
NPO 法人格を取得して 3 年以
内の団体については、対象経費 

（事業に直接必要な備品購入費も
含む）総額の 70％以内（限度額
10 万円）

1回目：対象経費総額の 80％以
内（限度額 30 万円）

2回目：対象経費総額の 70％以
内（限度額 30 万円）

対象経費 （事業に直接必要な人
件費、備品購入費も含む） 総額
の 80％以内（限度額 60 万円）

補助条件 1 団体年度ごとに 1 事業、補助回数は通算２回まで
申請条件 団体規約があり、おおむね 10 人以上の市民で構成される市民活動団体

申請期間 11 月 11 日（月）～ 12 月 10 日（火）

平成 26 年度分
 「市民協働推進事業補助金」
                          制度説明会

　補助金申請をご検討の団体は、
ぜひご参加ください。
と　き　11 月 9 日（土）
　　　　午前 10 時～
ところ　市役所西庁舎分館
　　　　大会議室
内　容　制度の概要、事業の流れ、

提出書類の記載方法など

ステップ部門
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小
・
中
学
校

　
　新
１
年
生

一
部
の
地
域
に
限
り

就
学
校
を
変
更
で
き
ま
す

小
・
中
学
校

　
　新
１
年
生

一
部
の
地
域
に
限
り

就
学
校
を
変
更
で
き
ま
す

　
市
内
の
小
・
中
学
校
で
は
、
一
部

の
地
域
に
限
り
就
学
校
を
変
更
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
就
学
校
の
変
更
基
準
に
該
当
す
る

方
で
希
望
す
る
方
は
12
月
６
日（
金
）

ま
で
に「
就
学
校
の
変
更
・
区
域
外

就
学
申
請
書
」（
学
校
教
育
課
に
あ
り

ま
す
）を
学
校
教
育
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

就
学
校
の
変
更
基
準

①
㋐
指
定
校
が
遠
距
離（
小
学
校
は

直
線
距
離
が
お
お
む
ね
１
㎞
以

上
、
中
学
校
は
直
線
距
離
が
お
お

む
ね
２
㎞
以
上
）で
、
よ
り
近
い

隣
接
校
へ
の
就
学
を
希
望
す
る
場

合
。
㋑
別
表
に
定
め
る
地
域
に
居

住
し
、
保
護
者
が
指
定
校
以
外
の

学
校
を
希
望
す
る
場
合
。
た
だ

し
、
新
た
に
１
年
生
に
就
学
す
る

児
童
・
生
徒
に
限
り
ま
す
。
ま

た
、
そ
の
児
童
・
生
徒
の
兄
姉
も

変
更
を
希
望
す
れ
ば
同
じ
学
校
に

通
え
ま
す
。

※

小
学
校
を
変
更
希
望
し
た
場
合
の

中
学
校
へ
の
就
学
は
、
通
学
区
域

に
基
づ
く
も
の
と
し
ま
す
。
た
だ

し
、
在
籍
す
る
小
学
校
に
該
当
す

る
中
学
校
へ
の
就
学
を
希
望
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

②
①
の
受
け
入
れ
児
童
・
生
徒
数

は
、
あ
ら
か
じ
め
教
育
委
員
会
が

明
示
し
た
範
囲
内
と
し
ま
す
。

※

受
入
可
能
人
数
を
超
え
た
場
合
は

抽
選
と
し
ま
す
。

③
学
年
途
中
に
市
内
へ
転
入
お
よ
び

転
居
し
、①
㋐
の
条
件（
こ
の
場
合

は
全
学
年
を
対
象
）に
該
当
す
る

場
合
。
た
だ
し
、
該
当
校
の
受
け

入
れ
児
童
・
生
徒
数
に
余
裕
が
あ

る
と
き
に
限
り
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
学
校
教
育
課

へ
。

別　表

師勝中学校訓原中学校

変更可能な
学校指定校

鹿田栄 101～194 番地、鹿田西村前、
鹿田藤の木、鹿田大日堂附 4022 番
地、鹿田西藤之木、片場天王森 25 ～
49 番地および 75 ～ 86 番地、片場
八反 12 番地および 30 ～ 38 番地な
らびに 52 ～ 117 番地、片場八瀬の
木、高田寺上外浦、高田寺北の川 1 ～
21 番地、高田寺砂場 1 ～ 6 番地

区　域

　私たちの住む北名古屋市が、誰にとっても暮らしやすく、潤いのある豊かなまちであって欲しいと思うのはすべての
市民の願いです。そこで市民自らが行う公益社会貢献事業を支援するため、平成 26 年度分の「北名古屋市市民協働推進
事業補助金」申請団体を募集します。
　補助金交付の採択は、有識者、市民活動実践者、市職員等からなる選考委員会により、事業の公益性、実現性、事業
効果等について審査し選考します。補助金には３つの部門（段階）があり、団体の活動状況に合わせて申請できます。
　市民が主役で、豊かに暮らせるまちづくりを進めるため、ぜひこの補助金をご活用ください。
　お問い合わせは、市民活動推進課へ。

「市民協働推進事業補助金」申請募集
市民自らが行う公益社会貢献事業を支援します

※対象経費について詳しくは、市民活動推進課
にお問い合わせください。

青色申告決算・年末調整説明会

　名古屋西税務署では、平成 25 年分の青色
申告決算および年末調整に関する説明会を開
催します。

青色申告決算等説明会
と　き　11 月 15 日（金）　午前 10 時～正午
ところ　総合体育館　研修室
※青色申告決算書用紙は確定申告書用紙等に

同封されます。

年末調整等説明会
と　き　11 月 15 日（金）　
　　　　午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分
ところ　総合体育館　市民ホール
持ち物　事前に郵送された説明会資料
　関係用紙類が不足する場合は、説明会場（ま
たは税務署）でお渡しします。国税庁ホーム
ページからダウンロードすることもできます。

問合せ　名古屋西税務署☎052（521）8251

事業者・給与所得者の方へ

個人市県民税の納付は給与から

市民協働マスコット
　　北名古屋家のツツジきょうだい

平成 25年度はこんな事業が採択されました
◎やさしい運動とおしゃべりの会
申請団体
　こころとからだの学校
　介護予防・認知症予防を目的と
して、運動指導員による高齢の方
向けの教室を開催。

◎ハッピー大作戦「ＬＯＶＥワゴン」
申請団体
　NPO法人
　次世代健全育成サポートあひるっこ
　近年深刻となってる少子化と、結婚し
たくても出会いが無いという社会情勢を
問題と捉え、「婚活」を支援。「お見合い
パーティ」や「街コン」を開催。

◎市民による音頭制作・普及事業
申請団体
　市民による音頭制作・普及実行委員会
　市内のさまざまな団体が協働して、子
どもから高齢の方まで親しんで踊れる

「キタナゴレンジャー音頭」を制作・普
及。

　市では、これまで一部の事業所に対して、個人市県民税
を普通徴収（納税義務者が直接銀行窓口等にて納付）で賦
課・徴収してきましたが、平成 26 年度から法令等の規定
に基づき、県内全市町村で一斉に特別徴収（給与からの天
引き）に切り替えます。公正な税負担を実現するため、み
なさんのご理解とご協力をお願いします。
　お問い合わせは、税務課へ。

　特別徴収への切り替えに伴い、個人市県民税の特別徴収
事務についての担当者説明会を開催します。
と　き　①11 月 20 日（水）　午後 1 時 30 分～
　　　　②11 月 22 日（金）　午後 1 時 30 分～
　　　　※①、②の説明内容は同じです。
ところ　文化勤労会館　小ホール

特別徴収とは
　事業者（給与支払者）が、毎月支払う給与から従業員（給
与所得者）の個人市県民税を徴収し、納入する制度です。
　事業者が所得税の源泉徴収義務者である場合、特別徴収
義務者として従業員の毎月の給与から市県民税を特別徴収
しなければなりません。
　なお、給与所得以外の所得に係る市県民税を除き、事業
者や給与所得者が徴収方法を選択することはできません。

部　門 活動支援（ホップ） 市民公益事業支援（ステップ） 協働事業支援（ジャンプ）

補助目的

補助内容

市民活動団体設立支援、団体活
動の活性化

市民が主体となって行う公益
社会貢献事業の支援

市民公益事業支援部門で採択さ
れ た 事 業 の 発 展・拡 大、実 用
化・事業化

市民が主体となって行う公益社会貢献事業費の一部を補助

選考方法 書類審査 公開プレゼンテーション、ヒアリングによる審査会

選考時期 平成 26 年 1 月（予定）

対象事業

市民が主体となって行う不特定
多数の市民の利益増進に寄与す
るとされる事業で、平成 26 年
度中に実施されるもの

地域での課題解決や市民が主体
となって行う公益社会貢献事業
で、平成 26 年度中に実施され
るもの

市民公益事業支援部門で採択を
うけた事業を改善・発展、実用
化・事業化したもので、平成 26
年度中に実施されるもの

補助額

対象経費総額の 70％以内（限度
額 5 万円）
NPO 法人格を取得して 3 年以
内の団体については、対象経費 

（事業に直接必要な備品購入費も
含む）総額の 70％以内（限度額
10 万円）

1回目：対象経費総額の 80％以
内（限度額 30 万円）

2回目：対象経費総額の 70％以
内（限度額 30 万円）

対象経費 （事業に直接必要な人
件費、備品購入費も含む） 総額
の 80％以内（限度額 60 万円）

補助条件 1 団体年度ごとに 1 事業、補助回数は通算２回まで
申請条件 団体規約があり、おおむね 10 人以上の市民で構成される市民活動団体

申請期間 11 月 11 日（月）～ 12 月 10 日（火）

平成 26 年度分
 「市民協働推進事業補助金」
                          制度説明会

　補助金申請をご検討の団体は、
ぜひご参加ください。
と　き　11 月 9 日（土）
　　　　午前 10 時～
ところ　市役所西庁舎分館
　　　　大会議室
内　容　制度の概要、事業の流れ、

提出書類の記載方法など

ステップ部門
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11
月
上
旬
に
、
１
年
間
に
納
付
し

た
国
民
年
金
保
険
料
の
額
を
証
明
す

る「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険

料
）控
除
証
明
書
」（
は
が
き
）が
、
日

本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

証
明
内
容
は
、
今
年
１
月
か
ら
９

月
30
日
ま
で
に
納
付
し
た
国
民
年
金

保
険
料
額
と
、
年
内
に
納
付
が
見
込

ま
れ
る
場
合
の
納
付
見
込
額
で
す
。

ま
た
、
年
の
途
中
か
ら
国
民
年
金
に

加
入
し
た
場
合
な
ど
、
10
月
１
日
以

降
に
今
年
初
め
て
保
険
料
を
納
付
す

る
方
に
つ
い
て
は
、
来
年
２
月
上
旬

に
同
様
の
証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま

す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し
た

全
額
が
所
得
税
・
市
県
民
税
の
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
で
国
民
年

金
保
険
料
に
つ
い
て
社
会
保
険
料
控

除
の
適
用
を
う
け
る
に
は
、「
社
会
保

険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明

書
」ま
た
は
領
収
書
の
添
付
が
必
要

で
す
の
で
、
申
告
を
行
う
ま
で
大
切

に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
名
古
屋
西
年

金
事
務
所
国
民
年
金
課
☎
０
５
２

（
５
２
４
）６
８
３
２
へ
。

社
会
保
険
料

  
控
除
証
明
書
が

    
送
付
さ
れ
ま
す

　

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
障
害

を
有
す
る
方
が
、
障
害
種
別（
身
体

障
害
、
知
的
障
害
、
精
神
障
害
）に

か
か
わ
ら
ず
、
共
通
の
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
中
か
ら
必
要
と
す
る
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

　

利
用
者
は
、
自
ら
が
利
用
し
た
い

サ
ー
ビ
ス
を
選
択
し
、
サ
ー
ビ
ス
提

供
事
業
者
や
施
設
と
契
約
を
結
ん
で

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

対
　
象　

身
体
障
害
者
手
帳
や
療
育

手
帳
を
お
持
ち
の
方
、
精
神
に
障

害
を
有
す
る
方
、
心
身
に
障
害
を

有
す
る
児
童
。

※

平
成
25
年
４
月
か
ら
は
、
難
病
の

方
も
対
象
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ

し
、
介
護
保
険
の
対
象
に
な
る
方

は
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
が
優
先

さ
れ
ま
す
。

内
　
容　

サ
ー
ビ
ス
の
内
容
は
、
今

年
６
月
に
全
戸
配
布
し
た「
北
名

古
屋
市
暮
ら
し
の
便
利
帳
」を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
社
会
福
祉
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

利
用
料　

所
得
に
応
じ
て
負
担
上
限

月
額
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

申
請
場
所　

社
会
福
祉
課（
西
庁
舎
）

　介護サービスを利用するには、要介護認定の申請をして「介護や支
援が必要である」と認定されることが必要です。
　申請をすると、認定調査や介護認定審査会を経て、介護が必要な状
態かどうか、またどのくらいの介護が必要であるかが決まります。　
　サービスが利用できるまでの手続きの流れをご紹介します。
　お問い合わせは、高齢福祉課へ。

まずは要介護認定の申請手続きを！

更新・変更の申請も必要です　

申請する

　高齢福祉課の窓口で「要
介護認定」の申請をしてく
ださい。

1

2 要介護認定

　介護認定審査会

　認定調査の結果
と医師の意見書を
もとに、保健、医
療、福祉の専門家
による審査が行わ
れます。

3 認定結果の通知

　介護を必要とする度合（要介護状態区
分）は、原則として申請から30日以内に
決定し、認定結果を通知します。
　区分は以下の７段階で認定されます。

○要支援１・２　○要介護１～５
4 在宅、施設の選択
　在宅サービスか施設サービスのどち
らを利用するか選択します。
○在宅サービス　自宅への訪問や施設
に通所してサービスを利用します。
○施設サービス　施設に入所してサー
ビスを利用します。※要介護１～５

5

　在宅サービスを選択した場合、どのような
サービスをどのくらい利用するかという介護
サービス計画（ケアプラン）を作成します。
　要介護の判定を受けた方は、居宅介護支援
事業所へ、要支援の判定を受けた方は、地域
包括支援センターへ計画の作成を依頼します。

介護サービス計画の作成

6
　介護サービス計画に基づい
てサービスを利用します。
　原則として費用の１割が利
用者負担となります。

サービスの利用

認定調査
　心身の状況を本
人や家族などにう
かがいます。

医師の意見書
　心身の状況につ
いて主治医に記述
してもらいます。

介護保険サービス
　　　利用の仕方

更新の申請　
　認定の有効期間は原則として12か月です。要介護状
態に変化がなく、引き続きサービスを利用する場合は、
有効期間が満了となる前に更新の申請をしてください。

変更の申請
　要介護状態に変化がある場合は、認定の有効期間内で
も認定変更の申請をすることができます。

【ご意見】
　保育園の入園には一定の就労条件があるはずです。その
就労条件を守っていない利用者がいると聞きました。きち
んと調べてください。

【回答】　
　就労を要件に市立保育園に入園する場合、一定の就労条
件を満たすことが必要です。就労が不足している場合は、
保護者の方へ指導を行い、改善されないときはご退園いた
だくこともあります。就労状況確認のために、保護者の方
に各種書面の提出を定期的に依頼し、就労状況の調査を
行っています。
　なお、保護者の方の中には就労以外の事由で入園してい
る方もいらっしゃるため、就労していない方の中でも入園
基準を満たしている場合もあります。

【ご意見】
　近くの農地の野焼きで、とても困っていま
す。直接、やめて欲しいと頼みましたが、効果
がありません。きちんと罰則を設けて、みんな
が気持ちよく過ごせるようにしてください。

【回答】
　野焼きの煙と臭いは近隣の方に大変迷惑をか
けます。野焼きの時間が短いから良いというこ
とはなく、焼却行為は廃棄物処理法、市屋外燃
焼行為の防止に関する条例に抵触する恐れがあ
ります。また、法令に抵触しない軽微な野焼き
でも、近隣が迷惑している場合は、指導の対象
となります。
　市と警察が連携をとり、対応していきます。
また、罰則については、廃棄物処理法、市屋外
燃焼行為の防止に関する条例に規定されてお
り、事案に応じた適切な対応をします。

【ご意見】
　プラスチック製容器包装の分別がわかりづらいです。見
分け方はありますか。また、バケツ、おもちゃ、ポリタン
ク等はプラスチック製容器包装ではないのですか。

【回答】
　プラスチック製容器包装とは、　　マークの付いている
容器・包装に限ります。　
　　　マークの表示がなければ可燃ごみで出してくださ
い。また、バケツ、おもちゃ、ポリタンク等はプラスチッ
ク製容器包装ではありません。
　　　マークのないプラスチックは可燃ごみと覚えましょ
う。
※容器・包装とは、メーカーや販売店が商品を入れたもの
（容器）や包んだもの（包装）のことです。

● 野焼きについて

● プラスチック製容器包装について

● 保育園利用者の就労状況について
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　市役所に寄せられるご意見の中から、
市民のみなさんにも知っていただきたい
内容のものを紹介します。なお、ご意見
に対する広報紙面での回答は行っていま
せん。
　お問い合わせは、人事秘書課へ。

みなさんから届いたみなさんから届いた

ご意見を紹介しますご意見を紹介します
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11
月
上
旬
に
、
１
年
間
に
納
付
し

た
国
民
年
金
保
険
料
の
額
を
証
明
す

る「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険

料
）控
除
証
明
書
」（
は
が
き
）が
、
日

本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

証
明
内
容
は
、
今
年
１
月
か
ら
９

月
30
日
ま
で
に
納
付
し
た
国
民
年
金

保
険
料
額
と
、
年
内
に
納
付
が
見
込

ま
れ
る
場
合
の
納
付
見
込
額
で
す
。

ま
た
、
年
の
途
中
か
ら
国
民
年
金
に

加
入
し
た
場
合
な
ど
、
10
月
１
日
以

降
に
今
年
初
め
て
保
険
料
を
納
付
す

る
方
に
つ
い
て
は
、
来
年
２
月
上
旬

に
同
様
の
証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま

す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し
た

全
額
が
所
得
税
・
市
県
民
税
の
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
で
国
民
年

金
保
険
料
に
つ
い
て
社
会
保
険
料
控

除
の
適
用
を
う
け
る
に
は
、「
社
会
保

険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明

書
」ま
た
は
領
収
書
の
添
付
が
必
要

で
す
の
で
、
申
告
を
行
う
ま
で
大
切

に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
名
古
屋
西
年

金
事
務
所
国
民
年
金
課
☎
０
５
２

（
５
２
４
）６
８
３
２
へ
。

社
会
保
険
料

  

控
除
証
明
書
が

    

送
付
さ
れ
ま
す

　

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
障
害

を
有
す
る
方
が
、
障
害
種
別（
身
体

障
害
、
知
的
障
害
、
精
神
障
害
）に

か
か
わ
ら
ず
、
共
通
の
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
中
か
ら
必
要
と
す
る
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

　

利
用
者
は
、
自
ら
が
利
用
し
た
い

サ
ー
ビ
ス
を
選
択
し
、
サ
ー
ビ
ス
提

供
事
業
者
や
施
設
と
契
約
を
結
ん
で

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

対
　
象　

身
体
障
害
者
手
帳
や
療
育

手
帳
を
お
持
ち
の
方
、
精
神
に
障

害
を
有
す
る
方
、
心
身
に
障
害
を

有
す
る
児
童
。

※

平
成
25
年
４
月
か
ら
は
、
難
病
の

方
も
対
象
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ

し
、
介
護
保
険
の
対
象
に
な
る
方

は
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
が
優
先

さ
れ
ま
す
。

内
　
容　

サ
ー
ビ
ス
の
内
容
は
、
今

年
６
月
に
全
戸
配
布
し
た「
北
名

古
屋
市
暮
ら
し
の
便
利
帳
」を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
社
会
福
祉
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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所
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応
じ
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負
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額
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
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　介護サービスを利用するには、要介護認定の申請をして「介護や支
援が必要である」と認定されることが必要です。
　申請をすると、認定調査や介護認定審査会を経て、介護が必要な状
態かどうか、またどのくらいの介護が必要であるかが決まります。　
　サービスが利用できるまでの手続きの流れをご紹介します。
　お問い合わせは、高齢福祉課へ。

まずは要介護認定の申請手続きを！

更新・変更の申請も必要です　

申請する

　高齢福祉課の窓口で「要
介護認定」の申請をしてく
ださい。

1

2 要介護認定

　介護認定審査会

　認定調査の結果
と医師の意見書を
もとに、保健、医
療、福祉の専門家
による審査が行わ
れます。

3 認定結果の通知

　介護を必要とする度合（要介護状態区
分）は、原則として申請から30日以内に
決定し、認定結果を通知します。
　区分は以下の７段階で認定されます。

○要支援１・２　○要介護１～５
4 在宅、施設の選択
　在宅サービスか施設サービスのどち
らを利用するか選択します。
○在宅サービス　自宅への訪問や施設
に通所してサービスを利用します。
○施設サービス　施設に入所してサー
ビスを利用します。※要介護１～５

5

　在宅サービスを選択した場合、どのような
サービスをどのくらい利用するかという介護
サービス計画（ケアプラン）を作成します。
　要介護の判定を受けた方は、居宅介護支援
事業所へ、要支援の判定を受けた方は、地域
包括支援センターへ計画の作成を依頼します。

介護サービス計画の作成

6
　介護サービス計画に基づい
てサービスを利用します。
　原則として費用の１割が利
用者負担となります。

サービスの利用

認定調査
　心身の状況を本
人や家族などにう
かがいます。

医師の意見書
　心身の状況につ
いて主治医に記述
してもらいます。

介護保険サービス
　　　利用の仕方

更新の申請　
　認定の有効期間は原則として12か月です。要介護状
態に変化がなく、引き続きサービスを利用する場合は、
有効期間が満了となる前に更新の申請をしてください。

変更の申請
　要介護状態に変化がある場合は、認定の有効期間内で
も認定変更の申請をすることができます。

【ご意見】
　保育園の入園には一定の就労条件があるはずです。その
就労条件を守っていない利用者がいると聞きました。きち
んと調べてください。

【回答】　
　就労を要件に市立保育園に入園する場合、一定の就労条
件を満たすことが必要です。就労が不足している場合は、
保護者の方へ指導を行い、改善されないときはご退園いた
だくこともあります。就労状況確認のために、保護者の方
に各種書面の提出を定期的に依頼し、就労状況の調査を
行っています。
　なお、保護者の方の中には就労以外の事由で入園してい
る方もいらっしゃるため、就労していない方の中でも入園
基準を満たしている場合もあります。

【ご意見】
　近くの農地の野焼きで、とても困っていま
す。直接、やめて欲しいと頼みましたが、効果
がありません。きちんと罰則を設けて、みんな
が気持ちよく過ごせるようにしてください。

【回答】
　野焼きの煙と臭いは近隣の方に大変迷惑をか
けます。野焼きの時間が短いから良いというこ
とはなく、焼却行為は廃棄物処理法、市屋外燃
焼行為の防止に関する条例に抵触する恐れがあ
ります。また、法令に抵触しない軽微な野焼き
でも、近隣が迷惑している場合は、指導の対象
となります。
　市と警察が連携をとり、対応していきます。
また、罰則については、廃棄物処理法、市屋外
燃焼行為の防止に関する条例に規定されてお
り、事案に応じた適切な対応をします。

【ご意見】
　プラスチック製容器包装の分別がわかりづらいです。見
分け方はありますか。また、バケツ、おもちゃ、ポリタン
ク等はプラスチック製容器包装ではないのですか。

【回答】
　プラスチック製容器包装とは、　　マークの付いている
容器・包装に限ります。　
　　　マークの表示がなければ可燃ごみで出してくださ
い。また、バケツ、おもちゃ、ポリタンク等はプラスチッ
ク製容器包装ではありません。
　　　マークのないプラスチックは可燃ごみと覚えましょ
う。
※容器・包装とは、メーカーや販売店が商品を入れたもの
（容器）や包んだもの（包装）のことです。

● 野焼きについて

● プラスチック製容器包装について

● 保育園利用者の就労状況について
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　市役所に寄せられるご意見の中から、
市民のみなさんにも知っていただきたい
内容のものを紹介します。なお、ご意見
に対する広報紙面での回答は行っていま
せん。
　お問い合わせは、人事秘書課へ。

みなさんから届いたみなさんから届いた

ご意見を紹介しますご意見を紹介します
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　青年海外協力隊としてボリビアへ派遣され、現地で２年
間小学校教師を勤める堀場萌枝さんが、市長を表敬訪問
しました。
　中学生のころから海外、特に中南米に興味を持ってい
た堀場さんは、市内の小学校で非常勤講師として勤務し
ていたときに「もっと別の視点からも教育について考えて
みたい」と思い立ち、青年海外協力隊に応募したそうです。
約７０日間の訓練を終え、９月３０日にボリビアへ出発され
ました。

青年海外協力隊としてボリビアへ

あいちトリエンナーレ２０１３パートナーシップ事業「彫刻と親
しむワークショップ」
名古屋芸術大学

スポーツ競技全国大会出場者表敬訪問
左から：長瀬市長、作田健太朗さん（水球）
市役所西庁舎

青少年育成会議・少年補導委員会によるあいさつ運動が行
われました。
五条小学校

映画「毎日がアルツハイマー」＆ミニ講演会
文化勤労会館

敬老会
健康ドーム

輝人輝人輝くあなたを
　　応援します きらっと

21

～将来の夢はパティシエ～ ～将来の夢はパティシエ～ 

   名古屋調理師専門学校高等科に通う安田茉以さん（17 歳）。お菓子作りの
きっかけは、小さいころ、お菓子作りの好きなおばあちゃんに「大学いも」の作
り方を教わったことから。１人で作ってみると、おばあちゃんと一緒に作った
ときと少し味が違う。あのパリッと感が上手く出せない。なぜだろうと何度も
作り、いつしかお菓子作りの魅力にはまっていったと言います。
　今回、学校の仲良し３人で「第６回貝印スイーツ甲子園」に出場しました。「野
球だけが甲子園じゃない」と高校生が対象の大会で 785 チームがエントリーし
ました。
　３人は学校内の選考会で選ばれ、東海信越ブロック大会を勝ち進み、全国大
会で、みごと優勝。高校生日本一の座に輝きました。
　「世界に発信する日本」と難しいテーマに枝豆と
すだちを使い、マジパンで子どもの顔を作るなど、
斬新なアイデアの詰まったケーキを作り上げまし
た。
　「試作品作りから、どれだけの時間と食材と向き
あったかわからない程。自分たちのケーキで優勝
できる。３人のチームワークの良さも自慢です」と
苦労話の中にも、自信に満ちあふれていました。
　大会審査員も絶賛する程の評価とパリの研修旅
行を頂き、この上ない喜びを味わっています。近
い将来、安田さんの作ったおいしいケーキが街角
のケーキ屋さんの店頭にお目見えし、私たちの口
に幸せを運んでくれることでしょう。

　北なごやパペットフェスタで「み子ネットまつ
り」が開催されました。
　これは市内の児童館を拠点に活動する、みらい
子育てネット北名古屋の主催によるもの。「世界に
ひとつだけのものを作ろう」をテーマに、オリジ
ナルマイバック、キラキラコラージュ、マカロン
キーホルダー、手作り消しゴムなど手作り体験が
できるコーナーのほか、み子ネット会員による手
づくり作品のバザーもありました。観劇の合間に
立ち寄る子や、手作り体験を楽しみに来ている子
も・・・。

　西尾純菜さん（小６）は父親の典之さんと手作り消しゴムに挑戦。「初めて参加しましたが、
娘と一緒に休日を過ごすことができてとてもうれしいです」と典之さん。親子で楽しんでいま
した。
　みらい子育てネット（通称：み子ネット）は、児童館を中心に、「子どもがいきいきできる明
るい地域づくり」を目指し、子どものために活動しているボランティア団体です。地域の児童
館に集う子どものお母さんたちが中心となり、行事のお手伝いや研修などで定期的に集まり、
楽しみながら活動しています。子どもたちの笑顔と明るい未来のため、みなさんぜひ参加し
てみませんか。

「夢に向かっての第１歩」「夢に向かっての第１歩」

長野 久美子 記者

安田 茉以 さん
（沖村）

安田 茉以 さん
（沖村）

水野 美保 記者～み子ネットまつり～
世界にひとつだけの世界にひとつだけの作ったよ！作ったよ！ オリジナル作品オリジナル作品
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スイーツ甲子園東海信越ブロックでケー
キを作る安田さん（右）とチームメイト
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　青年海外協力隊としてボリビアへ派遣され、現地で２年
間小学校教師を勤める堀場萌枝さんが、市長を表敬訪問
しました。
　中学生のころから海外、特に中南米に興味を持ってい
た堀場さんは、市内の小学校で非常勤講師として勤務し
ていたときに「もっと別の視点からも教育について考えて
みたい」と思い立ち、青年海外協力隊に応募したそうです。
約７０日間の訓練を終え、９月３０日にボリビアへ出発され
ました。

青年海外協力隊としてボリビアへ

あいちトリエンナーレ２０１３パートナーシップ事業「彫刻と親
しむワークショップ」
名古屋芸術大学

スポーツ競技全国大会出場者表敬訪問
左から：長瀬市長、作田健太朗さん（水球）
市役所西庁舎

青少年育成会議・少年補導委員会によるあいさつ運動が行
われました。
五条小学校

映画「毎日がアルツハイマー」＆ミニ講演会
文化勤労会館

敬老会
健康ドーム

輝人輝人輝くあなたを
　　応援します きらっと

21

～将来の夢はパティシエ～ ～将来の夢はパティシエ～ 

   名古屋調理師専門学校高等科に通う安田茉以さん（17 歳）。お菓子作りの
きっかけは、小さいころ、お菓子作りの好きなおばあちゃんに「大学いも」の作
り方を教わったことから。１人で作ってみると、おばあちゃんと一緒に作った
ときと少し味が違う。あのパリッと感が上手く出せない。なぜだろうと何度も
作り、いつしかお菓子作りの魅力にはまっていったと言います。
　今回、学校の仲良し３人で「第６回貝印スイーツ甲子園」に出場しました。「野
球だけが甲子園じゃない」と高校生が対象の大会で 785 チームがエントリーし
ました。
　３人は学校内の選考会で選ばれ、東海信越ブロック大会を勝ち進み、全国大
会で、みごと優勝。高校生日本一の座に輝きました。
　「世界に発信する日本」と難しいテーマに枝豆と
すだちを使い、マジパンで子どもの顔を作るなど、
斬新なアイデアの詰まったケーキを作り上げまし
た。
　「試作品作りから、どれだけの時間と食材と向き
あったかわからない程。自分たちのケーキで優勝
できる。３人のチームワークの良さも自慢です」と
苦労話の中にも、自信に満ちあふれていました。
　大会審査員も絶賛する程の評価とパリの研修旅
行を頂き、この上ない喜びを味わっています。近
い将来、安田さんの作ったおいしいケーキが街角
のケーキ屋さんの店頭にお目見えし、私たちの口
に幸せを運んでくれることでしょう。

　北なごやパペットフェスタで「み子ネットまつ
り」が開催されました。
　これは市内の児童館を拠点に活動する、みらい
子育てネット北名古屋の主催によるもの。「世界に
ひとつだけのものを作ろう」をテーマに、オリジ
ナルマイバック、キラキラコラージュ、マカロン
キーホルダー、手作り消しゴムなど手作り体験が
できるコーナーのほか、み子ネット会員による手
づくり作品のバザーもありました。観劇の合間に
立ち寄る子や、手作り体験を楽しみに来ている子
も・・・。

　西尾純菜さん（小６）は父親の典之さんと手作り消しゴムに挑戦。「初めて参加しましたが、
娘と一緒に休日を過ごすことができてとてもうれしいです」と典之さん。親子で楽しんでいま
した。
　みらい子育てネット（通称：み子ネット）は、児童館を中心に、「子どもがいきいきできる明
るい地域づくり」を目指し、子どものために活動しているボランティア団体です。地域の児童
館に集う子どものお母さんたちが中心となり、行事のお手伝いや研修などで定期的に集まり、
楽しみながら活動しています。子どもたちの笑顔と明るい未来のため、みなさんぜひ参加し
てみませんか。

「夢に向かっての第１歩」「夢に向かっての第１歩」

長野 久美子 記者

安田 茉以 さん
（沖村）

安田 茉以 さん
（沖村）

水野 美保 記者～み子ネットまつり～
世界にひとつだけの世界にひとつだけの作ったよ！作ったよ！ オリジナル作品オリジナル作品

13
9

8
10

19
9

29
9

９
７・８
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9

スイーツ甲子園東海信越ブロックでケー
キを作る安田さん（右）とチームメイト
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市
消
防
団
観
閲
式

▼
と
き
＝
11
月
17
日（
日
）午
前
９
時
30
分

～
▼
と
こ
ろ
＝
西
春
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

（
雨
天
時
は
同
校
体
育
館
）▼
内
容
＝
分
列

行
進
、
部
隊
訓
練
、
消
防
ポ
ン
プ
車
操
法

等
の
披
露
。
陸
上
自
衛
隊
、
県
警
本
部
、

西
春
日
井
広
域
消
防
等
に
よ
る
ち
び
っ
こ

消
防
車
、
は
し
ご
車
、
救
助
工
作
車
、
救

急
車
等
の
展
示
。
記
念
撮
影（
雨
天
の
場

合
は
、
記
念
撮
影
や
展
示
等
は
中
止
し
ま

す
）。
▼
問
合
せ
＝
防
災
交
通
課

　

Ｂ
ａ
ｎ
Ｂ
ａ
ｎ
マ
ー
ケ
ッ
ト

▼
と
き
＝
11
月
４
日（
月
）午
前
10
時
～
午

後
２
時
▼
と
こ
ろ
＝
総
合
体
育
館
ア
リ
ー

ナ
▼
内
容
＝
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
▼
問
合

せ
＝
環
境
課

※
出
店
受
付
は
終
了
し
て
い
ま
す
。

　

西
春
日
井
地
域
「
福
祉
の
店
」

▼
と
き
＝
11
月
20
日（
水
）
～
25
日（
月
）

午
前
10
時
～
午
後
４
時
▼
と
こ
ろ
＝
ア
ピ

タ
名
古
屋
空
港
店
３
階
▼
内
容
＝
西
春
日

井
地
域
の
障
害
者
施
設
で
作
っ
た
手
芸

品
、
花
や
野
菜
の
苗
、
陶
芸
作
品
、
パ
ン

や
ク
ッ
キ
ー
な
ど
の
販
売
▼
問
合
せ
＝
尾

張
中
部
福
祉
の
杜
☎（
22
）１
１
２
３

　

西
春
駅
前
秋
の
楽
市

▼
と
き
＝
11
月
24
日（
日
）午
前
10
時
～

（
雨
天
の
場
合
は
、
大
福
引
き
会
の
み
開

催
）▼
と
こ
ろ
＝
西
春
駅
前
商
店
街
▼
内

容
＝
う
ど
ん
、
み
た
ら
し
等
の
模
擬
店
や

大
福
引
き
会
、餅
つ
き
大
会
、フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
、
サ
ン
タ
と
の
撮
影
会
、
ワ
ゴ
ン

セ
ー
ル
等
。
※
イ
ベ
ン
ト
は
都
合
に
よ
り

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
ワ
タ
セ
イ
☎（
21
）０
０
６
３

　

子
育
て
支
援
地
域
交
流
会

○
子
育
て
支
援
を
考
え
る
交
流
会

▼
と
き
＝
12
月
14
日（
土
）午
後
10
時
～
11

時
30
分
▼
と
こ
ろ
＝
文
化
勤
労
会
館
小

ホ
ー
ル
▼
内
容
＝
工
作
コ
ー
ナ
ー
、
大
型

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
と
踊

る
キ
ッ
ズ
ビ
ク
ス
等
▼
対
象
＝
小
学
校
低

学
年
・
未
就
学
児
の
親
子
、
子
育
て
支
援

者
、
子
育
て
に
関
心
を
も
つ
方
等
▼
申
込

み
＝
生
涯
学
習
課（
東
庁
舎
）

○
家
庭
教
育
を
考
え
る
学
習
会

▼
と
き
＝
12
月
14
日（
土
）午
前
9
時
10
分

～
午
後
0
時
10
分
▼
と
こ
ろ
＝
文
化
勤
労

会
館
大
ホ
ー
ル
▼
内
容
＝
地
域
活
動
の

実
践
発
表
、
講
演
会
「
ほ
ど
ほ
ど
、
い

い
塩
梅
の
子
育
て
～good enough 

m
other &

 father

」:

小
原
倫
子
氏（
岡

崎
女
子
大
学
准
教
授
）▼
対
象
＝
小
・
中

学
生
の
保
護
者
、
子
育
て
に
関
心
を
も
つ

方
等
▼
申
込
み
＝
11
月
22
日（
金
）ま
で

に
、
電
話
で
生
涯
学
習
課
へ
。

　

も
え
の
丘　

青
空
市
場

▼
と
き
＝
11
月
3
日（
日
）午
前
８
時
30
分

～
（
毎
月
第
１
日
曜
日
開
催
）▼
と
こ
ろ

＝
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
も
え
の
丘
東
側
▼

内
容
＝
新
鮮
な
野
菜
等
の
販
売（
商
品
が

な
く
な
り
次
第
終
了
）▼
問
合
せ
＝
社
会

福
祉
協
議
会
本
所

※
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

小
・
中
学
生

　
　
　

総
合
体
育
館
無
料
開
放

ア
リ
ー
ナ

▼
と
き
＝
11
月
２
日（
土
）午
前
9
時
～
正

午
。
※
人
数
が
多
い
と
き
は
、
お
断
り
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

卓
球
室（
市
民
ホ
ー
ル
）

▼
と
き
＝
毎
週
土
曜
日
午
前
9
時
～
正

午
。
た
だ
し
、
11
月
２
日
・
9
日
は
除
く
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室（
中
学
生
の
み
）

▼
と
き
＝
毎
週
土
曜
日
午
前
9
時
～
正
午

※
保
護
者
も
無
料
で
す
。
室
内
用
シ
ュ
ー

ズ
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
総
合
体
育
館

　

六
十
歳
の
つ
ど
い

▼
と
き
＝
平
成
26
年
１
月
26
日（
日
）午
前

10
時
～
午
後
２
時
30
分
▼
と
こ
ろ
＝
文
化

勤
労
会
館
小
ホ
ー
ル
▼
対
象
＝
昭
和
28
年

４
月
２
日
～
昭
和
29
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
方
▼
内
容
＝
講
演
や
交
流
会
等
▼
問
合

せ
＝
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

　
　

青
少
年

　
　
　
　

健
全
育
成
大
会

▼
と
き
＝
11
月
９
日（
土
）午
後
１
時
30
分

～
▼
と
こ
ろ
＝
文
化
勤
労
会
館
大
ホ
ー
ル

▼
内
容
＝
講
演「
こ
こ
ろ
元
気
な
大
人
が
、

子
ど
も
の
未
来
を
築
く
！
～
こ
こ
ろ
元
気

に
、
今
日
か
ら
こ
こ
か
ら
～
」：
鎌
田
敏

氏（
こ
こ
ろ
元
気
研
究
所
所
長
）、
善
行
少

年
・
非
行
防
止
標
語
・
非
行
防
止
ポ
ス
タ
ー

の
表
彰
、
少
年
の
主
張
・
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
作
文
の
表
彰
・
発
表
▼
問
合
せ

＝
家
庭
支
援
課

　

寿 

大 

学

　
　
　
《
老
人
ク
ラ
ブ
東
地
区
》

▼
と
き
＝
11
月
13
日（
水
）午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分
▼
と
こ
ろ
＝
総
合
体
育
館
▼

内
容
＝
演
劇
「
今
日
を
楽
し
く
明
日
が
あ

る
」：
い
き
い
き
健
康
座
、
歌
謡
シ
ョ
ー
：

渕
上
雅
代
▼
参
加
費
＝
３
０
０
円
▼
持
ち

物
＝
出
席
簿
▼
問
合
せ
＝
高
齢
福
祉
課

　

い
き
い
き
健
康
ク
ラ
ブ
定
例
会

　
　
　
　
《
老
人
ク
ラ
ブ
西
地
区
》

▼
と
き
＝
11
月
４
日（
月
）午
前
10
時
30
分

～
午
後
３
時
▼
と
こ
ろ
＝
文
化
勤
労
会
館

▼
内
容
＝
文
化
祭
の
芸
能
発
表
会
の
観
覧

▼
参
加
費
＝
３
０
０
円
▼
持
ち
物
＝
出
席

簿
▼
問
合
せ
＝
高
齢
福
祉
課

健康ドーム子育て支援室　☎（22）7601
東子育て支援センター　☎（26）7763
西子育て支援センター　☎（25）5155
北子育て支援センター　☎（22）5517
南子育て支援センター　☎（22）5677

催
　
し
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図
書
館
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア

▼
と
き
＝
12
月
８
日（
日
）午
前
９
時
～
午

後
３
時
▼
と
こ
ろ
＝
東
図
書
館
会
議
室
▼ 

内
容
＝
図
書
館
で
不
用
に
な
っ
た
本
や
雑

誌
を
１
人
10
冊
ま
で
、
無
料
で
差
し
上
げ

ま
す
。
※
ご
家
庭
で
不
用
に
な
っ
た
本
を

引
き
取
り
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方

は
、随
時
東
図
書
館
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
雑
誌
や
百
科
事
典
、
参
考
書
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
▼
問
合
せ
＝
東
図
書

館
　

図
書
館
・
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　
　
　
　
《
今
月
の
休
館
日
》

▼
と
き
＝
11
月
５
日（
火
）・
11
日（
月
）・

18
日（
月
）・
25
日（
月
）・
30
日（
土
）

▼
問
合
せ
＝
東
・
西
図
書
館

　

図
書
館
《
今
月
の
催
し
》

東
図
書
館

▼
サ
ン
デ
ー
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
＝
第
３
日
曜

日
午
後
１
時
30
分
～
▼
紙
芝
居
会
＝
第
１

土
曜
日
午
後
２
時
～
▼
お
話
会
＝
第
３
土

曜
日
午
前
11
時
～

西
図
書
館

▼
お
話
会
＝
第
２
・
３
・
４
土
曜
日
午
前
11

時
～

▼
問
合
せ
＝
東
・
西
図
書
館

　

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ

▼
と
き
＝
11
月
16
日（
土
）午
後
3
時
～
3

時
30
分
▼
と
こ
ろ
＝
文
化
勤
労
会
館
会
議

室
▼
対
象
＝
5
歳
以
上
の
方
▼
内
容
＝

ゆ
っ
た
り
と
み
な
さ
ん
に
語
り
か
け
る
お

話
会
で
す
。
▼
問
合
せ
＝
西
図
書
館

　

旧
加
藤
家
住
宅　

秋
茶
会

▼
と
き
＝
11
月
17
日（
日
）午
前
10
時
～
午

後
３
時
▼
と
こ
ろ
＝
旧
加
藤
家
住
宅
▼
内

容
＝
国
登
録
有
形
文
化
財
「
旧
加
藤
家
住

宅
」
の
茶
室
を
活
用
し
た
茶
会
▼
呈
茶
＝

東
茶
道
ク
ラ
ブ　

１
席
３
０
０
円（
予
定

す
る
数
が
な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
）

▼
問
合
せ
＝
歴
史
民
俗
資
料
館

　

市
民
囲
碁
・
将
棋
大
会

○
市
民
囲
碁
大
会

▼
と
き
＝
12
月
１
日（
日
）午
前
９
時
～
午

後
５
時
▼
と
こ
ろ
＝
総
合
体
育
館
▼
対
象

＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
▼
参
加
費
＝

１
０
０
０
円
▼
申
込
み
＝
11
月
22
日（
金
）

ま
で
に
、
東
公
民
館
ま
た
は
文
化
勤
労
会

館
へ
。

○
市
民
将
棋
大
会

▼
と
き
＝
12
月
８
日（
日
）午
前
９
時
～
午

後
５
時
▼
と
こ
ろ
＝
総
合
体
育
館
▼
対
象

＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上
の
方
▼

参
加
費
＝
５
０
０
円
▼
申
込
み
＝
11
月
29

日（
金
）ま
で
に
、
東
公
民
館
ま
た
は
文
化

勤
労
会
館
へ
。

　

第
８
回
北
名
古
屋
市
民
音
楽
祭

▼
と
き
＝
12
月
１
日（
日
）午
前
10
時
～
午

後
4
時（
開
場
：
午
前
９
時
30
分
）▼
と
こ

ろ
＝
文
化
勤
労
会
館
▼
内
容
＝
洗
足
ミ
ッ

ド
ラ
ン
ド
・
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
・
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
、ア
ル
プ
ホ
ル
ン（
大
桑
・
み
の
か
も
・

名
古
屋
）の
演
奏
、
市
内
の
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
、
吹
奏
楽
団
、
合
唱
団
、
高
校
、
中
学

校
、
幼
稚
園
な
ど
14
団
体
の
演
奏
、
中
部

楽
器
技
術
専
門
学
校
に
よ
る
「
楽
器
パ
ー

ツ
」
で
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
作
り
、
物
産
販
売

（
南
知
多
他
）▼
入
場
料
＝
５
０
０
円（
全

席
自
由
。
未
就
学
児
は
無
料
）▼
入
場
券

販
売
＝
生
涯
学
習
課（
東
庁
舎
）、
文
化
勤

労
会
館
、東
公
民
館
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
生
涯
学
習
課

　

名
古
屋
芸
術
大
学
演
奏
会

○
音
楽
学
部
第
36
回
定
期
演
奏
会

▼
と
き
＝
11
月
21
日（
木
）午
後
６
時
～
▼

と
こ
ろ
＝
三
井
住
友
海
上
し
ら
か
わ
ホ
ー

ル
▼
出
演
＝
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
選
抜
さ

れ
た
学
生

○「Earth Echo

」電
子
オ
ル
ガ
ン
コ
ー

ス
第
16
回
定
期
演
奏
会

▼
と
き
＝
12
月
10
日（
火
）午
後
６
時
30
分

～
（
予
定
）▼
と
こ
ろ
＝
熱
田
文
化
小
劇

場
▼
出
演
＝
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
選
抜
さ

れ
た
学
生
※
い
ず
れ
の
演
奏
会
に
も
入
場

整
理
券
が
必
要
で
す
。
整
理
券
は
文
化
勤

労
会
館
、
東
公
民
館
、
生
涯
学
習
課（
東

庁
舎
）で
配
布
し
て
い
ま
す
。

市役所西庁舎・東庁舎、西庁舎分館・東庁舎分館
　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎（22）1111
文化勤労会館　☎（25）5111
東公民館　☎（22）4560
東図書館・歴史民俗資料館　☎（25）3600
西図書館　☎（25）6406

社会福祉協議会本所　☎（25）8500
健康ドーム　☎（23）7006
総合体育館　☎（24）0661
保健センター　☎（23）4000
総合福祉センターもえの丘　☎（26）2888
回想法センター（旧加藤家住宅内）　☎（24）5337

公共施設等の連絡先

催
　
し

歴史民俗資料館特別展

scrapbooking × ショウワ☆ライフ
―昭和の暮らし切り抜き帖－

平成26年１月26日まで

と　き　12 月１日（日）　午後１時～３時
内　容　スクラップブックに見立てた壁面に、

クリスマスの懐かしい写真やオーナメ
ント、思い出などを書き加えて飾りま
しょう。

講　師　松村 淳子 氏（アートエデュケーター）
問合せ　歴史民俗資料館

ワークショップ

思い出を集める
X’masきらきらスクラップブッキング

思い出を集める
X’masきらきらスクラップブッキング
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市
民
活
動
推
進
講
座

「
広
報
力
ア
ッ
プ
！

 

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
つ
な
が
ろ
う
」

▼
と
き
＝
11
月
30
日（
土
）、
12
月
7
日

（
土
）午
後
7
時
～
9
時
▼
と
こ
ろ
＝
健
康

ド
ー
ム
研
修
室
▼
対
象
＝
市
民
団
体
活
動

で
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
活
用
を
お
考
え
の

方
。
受
講
に
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
な
ど
の
通
信
情
報
端
末
が
必

要
で
す
。
▼
定
員
＝
30
人（
先
着
順
）▼
内

容
＝
第
１
回
：
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
と
は
？

　

第
２
回
：
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
活
用
術
▼

申
込
み
＝
電
話
で
市
民
活
動
推
進
課
へ
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
「
草
刈
講
習
会
」

▼
と
き
＝
11
月
19
日（
火
）午
前
9
時
30
分

～
11
時
30
分（
雨
天
の
場
合
は
11
月
20
日

（
水
）に
順
延
）▼
と
こ
ろ
＝
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
本
部
お
よ
び
草
刈
実
習
現
場

▼
内
容
＝
事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
の
草

刈
機
の
取
り
扱
い
、
運
転
方
法
、
整
備
点

検
等
▼
対
象
＝
市
内
在
住
で
、
20
歳
～
79

歳
の
方
▼
定
員
＝
5
人（
先
着
順
）▼
申
込

み
＝
11
月
8
日（
金
）ま
で
に
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
本
部
☎（
21
）０
８
１
０
へ
。

　

シ
ニ
ア
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室

▼
と
き

①
12
月
13
日（
金
）
～
平
成
26
年
3
月
12

日（
水
）の
指
定
す
る
日（
全
12
回
）②
12
月

13
日（
金
）
～
平
成
26
年
3
月
15
日（
土
）

の
指
定
す
る
日（
全
12
回
）▼
と
こ
ろ
＝
健

康
ド
ー
ム
▼
対
象
＝
お
お
む
ね
60
歳
以
上

の
方
▼
定
員
＝
各
コ
ー
ス
5
人（
先
着
順
）

▼
内
容
＝
医
師
、
栄
養
士
、
健
康
運
動
指

導
士
、
保
健
師
が
健
康
づ
く
り
・
体
力

ア
ッ
プ
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。
▼
参
加
費

＝
４
０
０
０
円（
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
利
用

料
５
０
０
円
×
8
回
）▼
申
込
み
＝
電
話

で
高
齢
福
祉
課
へ
。

　

認
知
症
に
強
い
脳
を
作
ろ
う

○
頭
の
健
康
度（
脳
の
働
き
）測
定　

▼
と
き
＝
12
月
５
日（
木
）・
19
日（
木
）午

後
１
時
30
分
～
３
時
▼
と
こ
ろ
＝
健
康

ド
ー
ム
▼
定
員
＝
30
人（
先
着
順
）▼
対
象

＝
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
方
▼
内
容
＝
認

知
機
能
検
査
、
結
果
説
明
、
講
話

○
頭
い
き
い
き
教
室

▼
と
き
＝
平
成
26
年
１
月
９
日
～
2
月
27

日
の
毎
週
木
曜
日
午
後
１
時
30
分
～
３
時

30
分（
全
８
回
）▼
と
こ
ろ
＝
健
康
ド
ー
ム

▼
定
員
＝
16
人（
先
着
順
）▼
対
象
＝
お
お

む
ね
60
歳
～
74
歳
の
方
▼
内
容
＝
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
の
方
法
、
ミ
ニ
旅
行
の
計
画
、
脳

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
等
▼
申
込
み
＝
電
話
で

高
齢
福
祉
課
へ
。

講
　
座

◆パパママ教室（育児編）
　「パパ！ママ！スマイルアップ講座」
と　き　11 月 30 日（土）午前 10 時～正午
ところ　健康ドーム　軽運動室・研修室
講　師　ファザーリングジャパン東海所属講師
対　象　生後２か月～就園前の乳幼児と保護者
定　員　30 組程度（先着順）
内　容　現役パパさん講師を交えての交流会や講演
申込み　北子育て支援センターまたは保健センターへ。

◆赤ちゃんタイム （申込不要）
と　き　11 月 12 日（火）午後１時 30 分～３時
ところ　北子育て支援センター
　　　　 南子育て支援センター
対　象　１歳までの乳児とその保護者、妊婦
内　容　親子ふれあい遊び、交流会、育児相談など
※南子育て支援センターでは、管理栄養士による栄

養相談も行います。

◆お父さんとあそぼう！ （申込不要）
と　き　11 月９日（土）午前 10 時～正午
ところ　東子育て支援センターまたは西子育て支援

センター、南子育て支援センター
対　象　就園前の乳幼児と父親・夫婦・祖父母
内　容　親子ふれあい遊びなど

◆はじめましての会 （申込不要）
と　き　11 月 14 日（木）午後１時 30 分～３時
ところ　東子育て支援センター
対　象　支援センターを初めて利用する親子、妊婦
内　容　親子ふれあい遊び、交流会、育児相談など

お問い合わせは、各子育て支援センターへ。

子育て支援センター子育て支援センター 子育て情報子育て情報子育て情報子育て情報
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ほ
っ
と
ひ
と
い
き

　
　
　
　
　

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

▼
と
き
＝
11
月
28
日（
木
）午
前
10
時
30
分

～
午
後
０
時
30
分
▼
と
こ
ろ
＝
総
合
体
育

館
研
修
室
▼
対
象
＝
認
知
症
の
方
を
介
護

し
て
い
る
ご
家
族
等
▼
申
込
み
＝
電
話
で

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
高
齢
福
祉
課

内
）へ
。
※
送
迎
を
ご
希
望
の
方
は
事
前

に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

介
護
職
員
初
任
者
研
修

▼
と
き
＝
11
月
22
日（
金
）
～
平
成
26
年

２
月
28
日（
金
）の
毎
週
火
・
金
曜
日
午
前

9
時
30
分
～
午
後
5
時（
全
23
回
）▼
定
員

＝
30
人（
先
着
順
）▼
と
こ
ろ
＝
日
本
福
祉

大
学
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
▼
受
講
料
＝ 

７
万
円（
演
習
費
・
保
険
代
含
む
）▼
申
込

み
＝ 

社
会
福
祉
法
人
ゆ
た
か
福
祉
会
☎

０
５
２（
６
９
８
）７
３
５
６
担
当
：
向（
む

こ
う
）へ
。

　

温
故
知
新
セ
ミ
ナ
ー

▼
と
き
＝
11
月
30
日（
土
）午
前
10
時
～
正

午
▼
と
こ
ろ
＝
陽
だ
ま
り
ハ
ウ
ス
▼
内
容

＝
今
で
は
あ
ま
り
み
か
け
な
く
な
っ
た

「
は
た
き
」
を
作
り
ま
す
。
新
年
を
迎
え

る
た
め
の
大
掃
除
の
今
昔
を
学
び
ま
す
。

▼
持
ち
物
＝
日
本
手
ぬ
ぐ
い
ま
た
は
タ
オ

ル
▼
参
加
費
＝
２
０
０
円
▼
申
込
み
＝
電

話
で
高
齢
福
祉
課
へ
。

　

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室

○
お
手
軽
ボ
ー
ル
運
動
教
室

▼
と
き
＝
11
月
12
日
～
12
月
3
日
の
毎
週

火
曜
日
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分
▼
定

員
＝
20
人（
先
着
順
）

○
や
さ
し
い
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

▼
と
き
＝
11
月
7
日
～
12
月
5
日
の
毎
週

木
曜
日
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分
▼
定

員
＝
35
人（
先
着
順
）

▼
参
加
費
＝
１
回
に
つ
き
５
０
０
円

※
1
回
の
み
の
参
加
も
可
能
で
す
。
ま
た

当
日
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
も
利
用
で

き
ま
す
。
▼
申
込
み
＝
開
催
日
の
１
か
月

前
か
ら
健
康
ド
ー
ム
元
気
測
定
室
へ
。
な

お
、
申
込
み
は
ご
本
人
に
限
り
ま
す
。

　

パ
パ
マ
マ
教
室

▼
と
き
＝
12
月
8
日（
日
）・
9
日（
月
）午

前
9
時
20
分
～
正
午（
受
付
：
午
前
9
時

10
分
～
）▼
と
こ
ろ
＝
健
康
ド
ー
ム
▼
内

容
＝
１
日
目
：
父
親
の
役
割
、
妊
婦
体
験
、

沐
浴
実
習
、
交
流
会　

２
日
目
：
分
娩
の

経
過
と
呼
吸
法
、
お
っ
ぱ
い
の
準
備
、
妊

娠
中
の
栄
養
に
つ
い
て
、
妊
娠
中
の
歯
科

衛
生
に
つ
い
て
▼
対
象
＝
妊
娠
6
か
月
以

上
の
方
と
夫
▼
定
員
＝
25
組（
先
着
順
）▼

持
ち
物
＝
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記
用
具
▼

申
込
み
＝
11
月
18
日（
月
）か
ら
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
。
※
託
児
を
希
望
す
る
方
は
、
開

催
日
の
５
日
前
ま
で
に
健
康
ド
ー
ム
内
の

子
育
て
支
援
室
へ（
月
曜
は
休
み
で
す
）。

　

犯
罪
被
害
者
支
援

　
　
　
　
　

特
別
講
演
会
２
０
１
３

▼
と
き
＝
11
月
26
日（
火
）午
後
１
時
30
分

～
３
時
40
分
▼
と
こ
ろ
＝
中
区
役
所
ホ
ー

ル（
名
古
屋
市
中
区
）▼
内
容
＝
犯
罪
被
害

者
支
援
活
動
の
現
状
分
析
と
今
後
の
被
害

者
支
援
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
の
特
別

講
演
：
平
伸
二
氏（
福
山
大
学
教
授
、
広

島
県
の
民
間
被
害
者
支
援
団
体
理
事
）、

パ
ネ
ル
展
示
～
犯
罪
被
害
者
自
助
グ
ル
ー

プ
等
▼
問
合
せ
＝
県
被
害
者
支
援
連
絡

協
議
会
事
務
局（
愛
知
県
警
察
本
部
住

民
サ
ー
ビ
ス
課
内
）☎
０
５
２
（
９
５
１
）

１
６
１
１

あ
い
ち
防
災
フ
ェ
ス
タ
・

防
災
＆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
と
き
＝
11
月
10
日（
日
）▼
と
こ
ろ
＝

愛
・
地
球
博
記
念
公
園（
モ
リ
コ
ロ
パ
ー

ク
）地
球
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
そ

の
周
辺
▼
内
容
＝
企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
、
大
学
な
ど
が
防
災
に
関

す
る
展
示
や
体
験
型
の
ブ
ー
ス
を
出
展
し

ま
す
。
ま
た
、
地
震
体
験
車
や
国
内
で
岡

崎
市
消
防
本
部
に
の
み
配
備
さ
れ
て
い
る

全
地
形
対
応
車
な
ど
の
車
両
展
示
の
ほ

か
、
航
空
自
衛
隊
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る

救
難
飛
行
展
示
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
よ

る
防
災
グ
ッ
ズ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
防
災
に

関
す
る
講
演
会
な
ど
も
実
施
し
ま
す
。
▼

問
合
せ
＝
県
防
災
局
防
災
危
機
管
理
課
☎

０
５
２（
９
５
４
）６
１
９
０

講
　
座

　社会現象とまでなっているアニメ「ワン

ピース」の魅力と物語の謎について楽しく語

ります。講師は、主人公ルフィの声優からも

ワンピース通と認められた羽田拓朗氏。親子

でぜひ、お楽しみください。

と　き　12 月８日（日）

　　　　午前 10 時 30 分～正午

ところ　文化勤労会館 小ホール

対　象　小・中学生の親子 50 組（先着順）

講　師　羽田拓朗氏（栄徳高等学校教諭）

申込み　電話で生涯学習課へ。

生涯学習講座

アニメ「ONE PIECE」
の

魅力とナゾに迫る

アニメ「ONE PIECE」
の

魅力とナゾに迫る
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労
働
講
座

▼
と
き
＝
11
月
12
日（
火
）午
後
1
時
30
分

～
4
時
30
分
▼
と
こ
ろ
＝
小
牧
市
役
所
本

庁
舎
６
０
１
会
議
室
▼
内
容
＝
「
障
害
者

雇
用
の
現
状
と
対
応
」：
愛
知
労
働
局
職

業
安
定
部
職
業
対
策
課
職
員
、「
改
正
労

働
契
約
法
の
ポ
イ
ン
ト
と
対
応｣
：
今
西

昭
一
氏（
今
西
経
営
労
務
管
理
事
務
所
特

定
社
会
保
険
労
務
士
）、「
個
別
労
働
関
係

紛
争
処
理
制
度
に
つ
い
て
」：
県
労
働
委

員
会
事
務
局
職
員
▼
対
象
＝
中
小
企
業
の

労
使
関
係
者
等
、
事
業
主
、
人
事
労
務
担

当
者
、
労
働
組
合
、
勤
労
者
等
▼
定
員
＝

60
人（
先
着
順
）▼
申
込
み
＝
11
月
５
日

（
火
）ま
で
に
フ
ァ
ク
ス
、
郵
送
、
Ｅ
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
で
愛
知
県
尾
張
県
民
事
務

所
産
業
労
働
課
労
政
グ
ル
ー
プ
へ
。

宛
先
：
〒
４
６
０–

８
５
１
２　

名
古
屋

市
中
区
三
の
丸
二
丁
目
６
番
１
号

フ
ァ
ク
ス
番
号
：
０
５
２
（
９
５
１
）

５
６
８
０

ア
ド
レ
ス
：ow

ari@
pref.aichi.lg.jp

※
受
講
証
は
発
行
し
な
い
た
め
、
特
に
通

知
の
な
い
限
り
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
愛
知
県
尾
張
県
民
事
務
所

産
業
労
働
課
労
政
グ
ル
ー
プ
☎
０
５
２

（
９
６
１
）８
３
４
６

　

創
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー

▼
と
き
＝
11
月
30
日（
土
）午
後
１
時
30
分

～
４
時
▼
と
こ
ろ
＝
に
し
び
創
造
セ
ン

タ
ー
▼
定
員
＝
20
人（
先
着
順
）▼
対
象
＝

創
業
を
予
定
し
て
い
る
方
、
創
業
・
経
営

に
興
味
の
あ
る
方
、
創
業
し
て
い
る
が
経

営
に
関
す
る
知
識
を
習
得
し
た
い
方
▼
内

容
＝
○
創
業
の
基
礎
知
識
と
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ラ
ン
の
立
て
方
：
北
斗
中
央
税
理
士
法
人

税
理
士
○
計
画
的
な
資
金
調
達
：
愛
知
県

信
用
保
証
協
会
職
員
※
セ
ミ
ナ
ー
終
了

後
、
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
す
。
▼
申

込
み
＝
商
工
農
政
課（
東
庁
舎
）

　

消
化
器
系
難
病
の

　
　
　
　

患
者
・
家
族
教
室

▼
と
き
＝
11
月
16
日（
土
）午
後
２
時
～
３

時
30
分
▼
と
こ
ろ
＝
師
勝
保
健
所
相
談
室

▼
対
象
＝
潰
瘍
性
大
腸
炎
、
ク
ロ
ー
ン
病

等
の
消
化
器
系
難
病（
炎
症
性
腸
疾
患
）で

療
養
し
て
い
る
方
や
ご
家
族
▼
内
容
＝
講

話
「
最
新
の
治
療
と
、
症
状
へ
の
対
応
に

つ
い
て
」：
富
田
誠
氏（
医
療
法
人
山
下
病

院
医
師
）、
交
流
会
▼
申
込
み
＝
前
日
ま

で
に
電
話
で
師
勝
保
健
所
健
康
支
援
課
地

域
保
健
グ
ル
ー
プ
☎（
23
）５
８
１
１
へ
。

フ
ァ
ク
ス（
25
）２
０
１
８
で
も
受
け
付
け

ま
す
。
※
相
談
を
希
望
す
る
方
は
、
申
込

み
の
際
に
相
談
内
容
を
お
伝
え
く
だ
さ

い
。

　

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

▼
と
き
＝
12
月
10
日（
火
）・
11
日（
水
）午

前
９
時
～
午
後
4
時
30
分
▼
と
こ
ろ
＝
文

化
勤
労
会
館
小
ホ
ー
ル
▼
対
象
＝
北
名
古

屋
市
・
清
須
市
・
豊
山
町
に
在
住
・
在
勤

の
方
▼
定
員
＝
60
人（
先
着
順
）▼
テ
キ

ス
ト
＝
図
説
防
火
管
理
等（
講
習
初
日
に

３
１
０
０
円
で
斡
旋
し
ま
す
）▼
申
込
み

＝
11
月
25
日（
月
）
～
12
月
６
日（
金
）（
土

日
を
除
く
）の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
4

時
30
分
に
、
印
か
ん
、
写
真
２
枚（
申
込

前
６
か
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
・
無
背

景
で
縦
３
㎝
×
横
２
・
５
㎝
の
も
の
。
写

真
の
コ
ピ
ー
、
普
通
紙
に
印
刷
し
た
画
像

等
は
不
可
）を
持
っ
て
西
春
日
井
広
域
事

務
組
合
消
防
本
部
予
防
課
へ
。

　

～
こ
ん
な
施
設
に
は

　
　
　

甲
種
防
火
管
理
者
が
必
要
で
す
～

　

次
に
掲
げ
る
事
業
所
の
管
理
に
つ
い
て

権
原
を
有
す
る
方
は
、
甲
種
防
火
管
理
者

を
定
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

○
遊
技
場
、
飲
食
店
、
店
舗
、
ホ
テ
ル
、

病
院
な
ど
の
不
特
定
の
人
が
出
入
し
、

収
容
人
員
が
30
人
以
上
、
か
つ
延
べ
面

積
が
３
０
０
㎡
以
上
の
建
物
の
関
係
者

○
共
同
住
宅
、
工
場
、
倉
庫
、
事
務
所
な

ど
の
特
定
の
人
が
出
入
し
、
収
容
人

員
が
50
人
以
上
、
か
つ
延
べ
面
積
が

５
０
０
㎡
以
上
の
建
物
の
関
係
者

○
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
老
人
短
期
入

所
施
設
な
ど
、
自
力
避
難
の
困
難
な
人

が
利
用
し
、
就
寝
を
伴
う
施
設
ま
た
は

こ
れ
ら
を
含
む
建
物
で
、
収
容
人
員
が

10
人
以
上
と
な
る
建
物
の
関
係
者

講
　
座

○インストラクター指導（予約制）
と　き
　11 月３日（日） 午後１時～５時

　　　12 日（火）・28 日（木） 午後５時～９時

　　　16 日（土）・20 日（水） 午前９時～午後１時

○体力測定（予約制）
と　き
　11 月８日（金） 午後５時～９時

　（１人につき 40 分間）

※１回につき大人 300 円、中学生 100 円のト

レーニング室使用料が必要です。定期券もご

利用ください。

問合せ　総合体育館

インストラクター指導インストラクター指導
総合体育館トレーニング室
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非
常
勤
職
員
募
集

○
市
役
所
税
務
事
務

▼
職
種
＝
税
務
事
務
員
▼
募
集
人
員
＝
３

人
▼
応
募
資
格
＝
お
お
む
ね
60
歳
ま
で
の

健
康
な
方
▼
勤
務
内
容
＝
市
民
税
課
税
資

料
等
の
整
理
事
務
▼
雇
用
期
間
＝
平
成
26

年
１
月
16
日
～
５
月
30
日
▼
勤
務
日
＝

月
曜
日
～
金
曜
日
▼
勤
務
時
間
＝
午
前

９
時
～
午
後
５
時
で
指
定
す
る
時
間（
１

週
間
の
勤
務
時
間
は
28
時
間
以
内
）▼
勤

務
場
所
＝
市
役
所
東
庁
舎
▼
給
与
＝
時
給

８
７
０
円
▼
そ
の
他
＝
雇
用
保
険
加
入
、

健
康
保
険
・
厚
生
年
金
は
加
入
な
し
▼
申

込
み
＝
履
歴
書（
市
販
の
も
の
）を
添
え
て

11
月
15
日（
金
）ま
で
に
税
務
課（
東
庁
舎
）

へ
。

○
保
育
園

▼
職
種
＝
保
育
士
▼
募
集
人
員
＝
若
干
名

▼
応
募
資
格
＝
心
身
と
も
に
健
康
な
方
▼

勤
務
日
時
＝
①
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４

時
30
分（
週
５
日
）②
午
後
３
時
30
分
～
６

時
30
分（
週
５
日
）▼
勤
務
場
所
＝
市
立
保

育
園
▼
給
与
＝
①
時
給
１
０
１
０
円（
社

保
加
入
）
～
②
時
給
１
０
８
０
円
～
▼
申

込
み
＝
履
歴
書（
市
販
の
も
の
）、
保
育
士

資
格
書（
写
）を
持
っ
て
、
児
童
課（
東
庁

舎
）へ
。

　

自
衛
官
採
用
案
内

○
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

▼
試
験
期
日
＝
第
１
次
試
験
：
平
成
26

年
１
月
18
日（
土
）、
第
２
次
試
験
：
平

成
26
年
２
月
１
日（
土
）
～
４
日（
火
）の

間
の
指
定
す
る
日（
第
１
次
試
験
合
格
者

の
み
）▼
応
募
資
格
＝
平
成
26
年
４
月
１

日
現
在
、
15
歳
以
上
17
歳
未
満（
平
成
９

年
４
月
２
日
～
平
成
11
年
４
月
１
日
生

ま
れ
）の
男
子
▼
採
用
期
日
＝
平
成
26

年
４
月
上
旬
▼
手
当
＝
生
徒
手
当
月
額

９
万
４
９
０
０
円
▼
申
込
み
＝
11
月
１
日

（
金
）
～
平
成
26
年
１
月
10
日（
金
）に
、

自
衛
隊
愛
知
地
方
協
力
本
部
小
牧
地
域
事

務
所
☎（
73
）２
１
９
０
ま
た
は
自
衛
官
募

集
相
談
員
服
部
充
昭
☎（
22
）０
１
１
４
、

後
藤
美
佐
子
☎（
22
）０
４
４
９
、
駒
田
憲

三
☎（
22
）６
２
６
８

○
自
衛
官
候
補
生

▼
試
験
期
日
＝
12
月
７
日（
土
）▼
応
募
資

格
＝
平
成
26
年
４
月
１
日
現
在
、
18
歳
以

上
27
歳
未
満（
昭
和
62
年
４
月
２
日
～
平

成
８
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）の
男
子
▼
採

用
期
日
＝
平
成
26
年
４
月
上
旬
▼
手
当
＝

月
額
12
万
５
５
０
０
円（
平
成
24
年
４
月

現
在
）▼
賞
与
＝
年
２
回（
６
月
、
12
月
）

▼
休
日
＝
週
休
２
日
制
、
祝
日
、
年
末
年

始
、
夏
季
休
暇
、
年
次
有
給
休
暇
な
ど
▼

申
込
み
＝
自
衛
隊
愛
知
地
方
協
力
本
部
小

牧
地
域
事
務
所
☎（
73
）２
１
９
０
ま
た
は

自
衛
官
募
集
相
談
員
熊
沢
直
紀
☎（
28
）

０
０
９
８

　
　

社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　

職
員
募
集

▼
職
種
＝
地
域
福
祉
に
係
る
相
談
援
助
や

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
業
務
等
の
専
門
職
▼
募

集
人
員
＝
若
干
名
▼
応
募
資
格
＝
次
の
条

件
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

○
昭
和
58
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、

大
学
・
短
大
等
を
卒
業
さ
れ
た
方
ま
た
は

来
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
方
で
、

「
福
祉
」 

に
興
味
が
あ
り
、
心
身
と
も
に

健
康
で
、
熱
意
と
責
任
感
を
も
っ
て
仕
事

に
取
り
組
ん
で
頂
け
る
方（
短
大
等
に
は
、

専
門
士
の
称
号
を
付
与
さ
れ
る
専
修
学
校

専
門
課
程
お
よ
び
高
等
専
門
学
校
を
含
み

ま
す
）

○
昭
和
43
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、

官
公
庁
お
よ
び
社
会
福
祉
法
人
に
お
い

て
、
地
域
福
祉
活
動
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
業

務
の
実
務
経
験
が
５
年
以
上（
平
成
25
年

３
月
31
日
現
在
）あ
る
方

▼
試
験
日
＝
○
第
１
次
：
11
月
24
日（
日
）

○
第
２
次
：
第
１
次
合
格
者
に
通
知
▼
試

験
内
容
＝
○
第
１
次
：
教
養
試
験
、
適
性

検
査
○
第
２
次
：
作
文
試
験
、
面
接
試
験

▼
申
込
み
＝
11
月
１
日（
金
）～
11
日（
月
）

に
、
所
定
の
用
紙（
社
会
福
祉
協
議
会
本

所
に
あ
り
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
社
会
福
祉
協
議
会
本
所
へ
。

※
郵
送
の
場
合
は　

11
月
８
日（
金
）ま
で

の
消
印
有
効
。

募
　
集

応募資格　
　　○市内在住・在勤の方
　　○年齢 18歳以上 60歳以下の方
　　　（平成 26年４月１日現在）
　　○心身ともに健康で志操堅固な方
　　○消防業務を理解し職務に精励できる方
　　○責任感が強く団体行動がとれる方

募集人員　若干名
活動内容　防火広報活動、火災予防活動、心肺
蘇生法の普及活動、式典、訓練への参加等
活動期間　平成 26年４月１日から５年間
身分と処遇　団員は、非常勤の特別職地方公務
員で、報酬および各種手当が支給されます。
また、公務災害補償、退職報償金（勤続５年以
上）、表彰などの制度があります。
申込み　平成 26年１月 31日（金）までに防災交
通課へ。

女性消防団員募集女性消防団員募集女性消防団員募集女性消防団員募集
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市
長
選
挙
・

　
　

市
議
会
議
員
一
般
選
挙

　

市
長
お
よ
び
市
議
会
議
員
の
任
期
満
了

（
平
成
26
年
4
月
22
日
）に
伴
う
選
挙
を
次

の
日
程
で
行
い
ま
す
。

▼
告
示
＝
平
成
26
年
４
月
13
日（
日
）

▼
投
票
＝
平
成
26
年
4
月
20
日（
日
）

▼
問
合
せ
＝
選
挙
管
理
委
員
会（
総
務
課

内
）

　

分
館
建
設
計
画
に
対
す
る

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果

　

広
報
７
月
号
で
、
よ
り
よ
い
庁
舎
の
建

設
を
目
指
し
て
「
北
名
古
屋
市
役
所
西
庁

舎
分
館
建
設
計
画
」
に
対
す
る
、
み
な
さ

ん
か
ら
の
意
見
を
募
集
し
ま
し
た
。
多
数

の
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
現
在
は
、
ご
意
見

を
参
考
に
し
な
が
ら
、
平
成
26
年
度
の
着

工
に
向
け
て
実
施
設
計
を
策
定
中
で
す
。

　

な
お
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
ご
意

見
お
よ
び
意
見
に
対
す
る
考
え
方
は
、
11

月
１
日
か
ら
市
役
所
東
・
西
庁
舎
内
情
報

コ
ー
ナ
ー
、
総
務
課（
西
庁
舎
）、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
▼
問

合
せ
＝
総
務
課

　

狂
犬
病
予
防
注
射
が

　
　
　

ま
だ
お
済
み
で
な
い
方
へ

　

狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
犬
の
飼
い
主

は
毎
年
度
1
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受

け
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
本
年
度

の
予
防
注
射
が
ま
だ
お
済
み
で
な
い
場
合

は
、
最
寄
り
の
動
物
病
院
で
速
や
か
に
予

防
注
射
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
犬
の
登
録
は
、
市
内
の
動
物
病

院
ま
た
は
環
境
課
で
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
環
境
課

　

犬
・
猫
の
ふ
ん
尿
に
つ
い
て

　

最
近
、
市
役
所
へ
犬
や
猫
の
ふ
ん
尿
に

対
す
る
苦
情
が
非
常
に
多
く
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
犬
や
猫
が
道
路
や
他
人
の
敷
地

内
で
ふ
ん
尿
を
す
る
こ
と
で
、
そ
の
片
づ

け
を
毎
日
し
て
い
る
方
や
通
行
者
が
大
変

嫌
な
思
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

飼
い
主
に
は
、｢
動
物
の
愛
護
及
び
管

理
に
関
す
る
法
律｣
第
７
条
第
１
項
で
人

に
迷
惑
を
か
け
な
い
こ
と
、「
北
名
古
屋

市
飼
い
犬
等
の
ふ
ん
害
の
防
止
に
関
す
る

条
例
」
第
４
条
第
２
項
で
ふ
ん
を
し
た
場

合
、
た
だ
ち
に
回
収
す
る
こ
と
が
規
定
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
ふ
ん
は
飼
い
主
が
必

ず
回
収
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
犬
の
尿

も
、
散
歩
時
に
水
を
携
行
し
、
洗
い
流
し

て
く
だ
さ
い
。
動
物
は
責
任
を
持
っ
て
飼

育
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
環
境
課

　

不
法
投
棄
は
許
し
ま
せ
ん

　

市
内
で
不
法
投
棄
が
頻
発
し
て
い
ま

す
。
警
察
と
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
投
棄

者
が
判
明
し
た
案
件
も
あ
り
ま
す
。

　

不
法
投
棄
は
５
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は

１
０
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
と
な
っ
て
お

り
、
重
大
な
犯
罪
で
す
。
市
内
で
不
法
投

棄
者
を
見
か
け
た
場
合
は
直
接
声
は
か
け

ず
、
不
法
投
棄
の
場
所
、
不
法
投
棄
車
両

の
ナ
ン
バ
ー
等
を
警
察
に
通
報
し
て
く
だ

さ
い
。
今
後
と
も
、
不
法
投
棄
に
は
厳
し

く
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
環
境
課

　

大
丈
夫
で
す
か
？

　
　
　
　

あ
な
た
の
防
犯
対
策

　

市
内
で
今
年
１
月
か
ら
８
月
末
ま
で
の

間
に
１
３
０
件
の
侵
入
盗
被
害
が
あ
り
ま

し
た
（
西
枇
杷
島
警
察
署
調
べ
）。

　

我
が
家
は
大
丈
夫
と
思
わ
ず
、
日
ご
ろ

か
ら
防
犯
対
策
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

□
玄
関
、
窓
な
ど
に
は
カ
ギ
を
２
つ
以
上

つ
け
て
い
ま
す
か
。

□
家
の
周
り
に
足
場
に
な
り
そ
う
な
物
が

お
い
て
あ
り
ま
せ
ん
か
。

□
ゴ
ミ
出
し
な
ど
少
し
留
守
に
す
る
と
き

で
も
カ
ギ
を
か
け
て
い
ま
す
か
。

□
帰
宅
が
遅
く
な
る
と
き
は
、
明
か
り
を

つ
け
て
外
出
し
て
い
ま
す
か
。

□
留
守
に
す
る
と
き
、
置
き
カ
ギ
を
し
て

い
ま
せ
ん
か
。

▼
問
合
せ
＝
防
災
交
通
課

　

ご
家
庭
に

　

消
火
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う

　

一
般
家
庭
に
は
、
消
火
器
の
設
置
は
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
ご
家
庭
に

あ
る
消
火
器
を
利
用
す
る
と
、
被
害
を
最

小
限
に
と
ど
め
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

　

万
一
に
備
え
、
初
期
消
火
活
動
に
必
要

な
消
火
器
を
家
庭
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

○
消
火
器
の
寿
命

　

消
火
器
の
耐
用
年
数
は
、
製
造
か
ら
お

お
む
ね
8
年
か
ら
10
年
で
す
。
設
置
状
況

に
も
よ
り
ま
す
が
、
少
な
く
と
も
半
年
に

1
度
は
外
観
を
確
認
し
腐
食
等
が
な
い
か

点
検
し
ま
し
ょ
う
。

○
消
火
器
の
処
分

　

市
で
は
ご
み
と
し
て
収
集
し
て
い
ま
せ

ん
の
で
、
購
入
さ
れ
た
販
売
店
、
専
門
業

者
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、
廃
棄
料

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

○
訪
問
販
売
に
ご
注
意

　

消
防
署
や
消
防
団
で
は
、
消
火
器
の
斡

旋
や
販
売
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
あ
や
し

い
訪
問
販
売
や
脅
迫
的
な
言
動
が
あ
っ
た

場
合
は
、
警
察
へ
通
報
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
＝
防
災
交
通
課

お
知
ら
せ

11
月
は

子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援

　
　
　県
民
運
動
強
調
月
間

〜
育
て
よ
う

　自
分
に
勝
て
る
子
　負
け
な
い
子
〜
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た
し
ま
き
だ
た
い
を
付
寄

　

た
し
ま
い
ざ
ご
う
と
が
り
あ

付
寄
税
納
と
さ
る
ふ
○

　

水
清
　

二
伸
　
様

　
　
　
　

1

円
万

　

名
匿
　
様

　
　
　
　
　
　
　

1

円
万

　

名
匿
　
様

　
　
　
　
　
　
　

1

円
万

▼

せ
合
問

　

る
よ
に
法
援
支
合
総
者
害
障

　
　
　
　

業
事
援
支
活
生
域
地

　

る
す
有
を
害
障
は
業
事
援
支
活
生
域
地

目
を
と
こ
る
え
支
を
活
生
の
で
域
地
の
方

。
す
で
料
無
は
料
用
利
、
お
な
。
す
で
業

。
す
ま
り
な
と
費
実
は
等
費
食
、
し
だ
た

年
今
、
は
容
内
い
し
詳
の
業
事
。
す
ま
れ6

暮
市
屋
古
名
北
「
た
し
布
配
戸
全
に
月

。
い
さ
だ
く
覧
ご
を
」
帳
利
便
の
し
ら▼

せ
合
問

　
「
10

を
」
キ
ガ
ハ
く
届
に
後
年

　
　
　
　
　
　

た
し
ま
し
送
発

　

成
平

15

町
春
西
の
前
併
合
村
町
市
に
年

制
町
て
い
お
に

40

て
し
と
業
事
念
記
年
周

「
た
し
集
募

10

を
」
キ
ガ
ハ
く
届
に
後
年

、
ば
れ
あ
が
点
な
明
不
。
た
し
ま
し
送
発

。
い
さ
だ
く
せ
わ
合
い
問
お▼

せ
合
問

11
月
12

25

）
月
（日

　

を
力
暴
る
す
対
に
性
女
「

　
　
　
　
　
　
　

」
動
運
す
く
な

　

売
、
罪
犯
性
、
力
暴
の
ら
か
等
者
偶
配

す
害
侵
を
権
人
の
性
女
は
力
暴
る
す
対
に

為
行
る
れ
さ
許
て
し
決
、
り
あ
で
の
も
る

。
ん
せ
ま
り
あ
は
で

　

相
ご
へ
関
機
門
専
、
ず
ま
悩
で
り
と
ひ

決
解
題
問
が
談
相
の
め
早
。
い
さ
だ
く
談

。
す
で
歩
１
第
の
へ

ル
ヤ
イ
ダ
用
専
談
相
話
電
と
ご
み
悩
性
女
○

　

７
２
５
２）
２
６
９
（２
５
０
☎

▼

き
と

）
み
休
は
始
年
末
年
・
日

ル
ヤ
イ
ダ
用
専
談
相
話
電
門
専
Ｖ
Ｄ
○

　

８
２
５
２）
２
６
９
（２
５
０
☎

▼

き
と

時
30

弁
性
女
は
日
曜
月
５
・３
・１
第
（分

）
す
ま
し
応
対
が
士
護

署
察
警
島
杷
枇
西
県
知
愛

　

０
１
１
０）
１
０
５
（２
５
０
☎

）
府
閣
内
（ビ
ナ
談
相
Ｖ
Ｄ

　

０
１
２
５
５）
０
（０
７
５
０
☎

害
侵
利
権
る
す
害
阻
を
画
参
同
共
女
男
※

。
す
ま
じ
応
も
に
談
相
る
す
関
に▼

せ
合
問

　

の
分
期
２
第
税
業
事
人
個

　
　
　
　

く
な
れ
忘
お
を
税
納

▼

限
期
納

12

▼
）
月
（
日
２
月

場
付
納

所

所
務
事
税
県
は
た
ま
ア

ｙ
ａ
Ｐ
※

-

す
付
納
て
し
用
利
を
Ｍ
Ｔ
Ａ
び
よ
お
グ
ン

書
証
収
領
し
だ
た
。
す
ま
き
で
も
と
こ
る

要
必
が
書
証
収
領
。
ん
せ
ま
れ
さ
行
発
が

し
付
納
で
口
窓
の
等
関
機
融
金
、
は
方
な

口
な
全
安
で
利
便
、
た
ま
。
い
さ
だ
く
て

ご
、
ひ
ぜ
。
す
ま
り
あ
も
度
制
の
替
振
座

。
い
さ
だ
く
用
利▼

せ
合
問

グ
二
第
税
業
事
・
税
民
県
課
一
第
税
課

）
ン
イ
ル
ヤ
イ
ダ
（　

談
相
料
無
の
税

館
会
工
商
市
○▼

き
と

12
月
18

前
午）
水
（日

10

後
4
時

館
育
体
合
総
○▼

き
と

12
月
19

前
午）
木
（日

10

後
4
時

▼

容
内

導
指
整
調
末
年
た
し
と▼

み
込
申

1

電
ら
か
前
月
か

（☎
会
工
商
市
で
話

25

０
０
０）

1

。
へ

　
11

は
日
１
月

　
　　

 

り
ざ
き
置
車
転
自

 

　

、
が
す
で
物
り
乗
な
軽
手
、
は
車
転
自

て
れ
さ
置
放
に
等
道
歩
・
路
道
の
辺
周
駅

車
や
方
の
齢
高
に
特
、
者
行
歩
、
と
る
い

な
と
害
障
の
行
通
な
全
安
の
方
の
す
い

妨
の
動
活
助
救
・
難
避
は
に
時
害
災
、
り

の
用
使
ご
を
車
転
自
。
す
ま
り
な
も
に
げ

だ
く
用
利
ご
を
場
輪
駐
の
り
寄
最
、
は
際

▼
。
い
さ

せ
合
問

　

ら
か
市
屋
古
名
北　

　
　

を
車
転
自
置
放

　
　
　
　

公共施設利用抽選会
施設名 と　き ところ

せ
ら
知
お

 文化勤労会館
 大ホール（平成26年6月分）

 12月1日（日）受付 : 午前８時35分～  文化勤労会館
 エントランスホール 大ホール以外（平成26年2月分）

 展示室・展示コーナー（平成26年3月分）
 東公民館（平成26年2月分）  12月1日（日）受付 : 午前８時50分～  東公民館 視聴覚室
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窓
口
延
長

▼
西
庁
舎
＝
毎
月
第
１
・
３
金
曜
日
▼
東

庁
舎
＝
毎
月
第
２
・
４
金
曜
日
午
後
7
時

30
分
ま
で
▼
内
容
＝
戸
籍
・
住
民
票
・
税

務
な
ど
の
証
明
書
発
行
、
印
鑑
登
録
、
市

税
な
ど
の
収
納

　

今
月
の
納
税
・
納
付（
11
月
）

○
十
五
ケ
用
水
賦
課
金　
　
　
　

全　

期

○
国
民
健
康
保
険
税　
　
　
　
　

第
６
期

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料　
　

第
５
期

▼
納
期
限
＝
12
月
２
日（
月
）ま
で

　

市
税
等
の
納
税
・
納
付
に
は
、
便
利
で

確
実
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
引
落
し
は
申
請
日
の
翌
月
末
以
降
と
な

り
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
収
納
課

　

保
育
料
・
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
11
月
分
》

　

振
替
が
で
き
る
よ
う
、
預
貯
金
額
の
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
振
替
日
＝
11
月
7
日（
木
）▼
問
合
せ
＝

児
童
課

　

労
働
保
険
適
用
促
進

 　
「
労
働
保
険
」
と
は
、
労
災
保
険
と
雇

用
保
険
と
を
総
称
し
た
名
称
で
す
。

　

労
働
者（
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
・
ア
ル
バ

イ
ト
含
む
）を
１
人
で
も
雇
用
し
て
い
れ

ば
、
業
種
・
規
模
の
如
何
を
問
わ
ず
労
働

保
険
の
適
用
事
業
と
な
り
ま
す
の
で
、
事

業
主
の
方
は
加
入
手
続
を
し
て
く
だ
さ

い（
農
林
水
産
の
一
部
の
事
業
は
除
き
ま

す
）。

▼
問
合
せ
＝
愛
知
労
働
局
労
働
保
険
適

用
・
事
務
組
合
課
☎
０
５
２
（
２
１
９
）

５
５
０
３
ま
た
は
名
古
屋
西
労
働
基
準
監

督
署
☎
０
５
２（
４
８
１
）９
５
３
４

　

下
水
道
へ
の
接
続
を

　
　
　
　
　

お
願
い
し
ま
す

　

市
で
は
、
快
適
な
環
境
づ
く
り
を
目
指

し
て
、
下
水
道
の
整
備
を
積
極
的
に
進
め

て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
が
下
水
道
に
接
続
す
る
と
、

悪
臭
や
害
虫
の
発
生
が
少
な
く
な
り
、
生

活
環
境
が
よ
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
側
溝

や
河
川
が
き
れ
い
に
な
る
こ
と
に
よ
り
、

自
然
環
境
を
守
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。

　

下
水
道
の
役
割
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

下
水
道
へ
の
早
期
接
続
を
お
願
い
し
ま

す
。

▼
問
合
せ
＝
下
水
道
課

お
知
ら
せ

どんな行為が「虐待」？
○身体的虐待　外傷の残るまたはその恐れのある暴
行、生命に危険のある暴行、意図的に子どもを病気
にさせる　など
○ネグレクト（育児放棄）　食事を与えない、ひどく不
潔にする、病気になっても受診させない、家や車に
残したまま外出する　など
○心理的虐待　言葉によるおどしや脅迫、無視をす
る、ほかのきょうだいと著しく差別する、傷つく言
葉を繰り返す　など
○性的虐待　子どもへの性的行為、性的行為を見せ
る、ポルノの被写体にする　など

「児童虐待では？」と思ったら、ご相談ください。
　愛知県中央児童 障害者相談センター　☎052（961）7250
　北名古屋市役所 家庭支援課　　　　　☎0568（22）1111
　近隣の地区担当民生委員
※児童虐待でなかったとしても、通告者に責任はありません。
　通告者が誰であるかを教えることはありません。通告は匿名でもかまいません。

「虐待」のサインとは？
【子どもの様子】
　○不自然な傷やあざがある
　○いつも不潔にしている
　○表情が乏しく笑顔が少ない
　○おびえた泣き方をする
　○ほかの子どもに対して乱暴である
　○家に帰りたがらない　
【生活環境】　著しく不衛生な生活環境
【保護者の様子】　親族・地域社会との交流がない

11 月は「児童虐待防止推進月間」です
～さしのべた　その手がこどもの　命綱～
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国
民
健
康
保
険
税
等

納
付
済
額
通
知
書
を
発
送
し
ま
す

　

市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保

険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
「
納

付
済
額
通
知
書
」
を
納
税（
付
）義
務
者
あ

て
に
、
平
成
26
年
１
月
下
旬
に
確
定
し
た

納
付
済
額
で
郵
送
し
ま
す
。

　

勤
務
先
で
の
年
末
調
整
や
確
定
申
告
に

納
付
済
通
知
書
が
必
要
な
方
は
、
電
話
ま

た
は
窓
口
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
国
保
医
療
課

11
月
10
日
～
24
日
は
家
族
の
週
間

　
　
　
　

11
月
17
日
は
家
族
の
日

　
「
子
ど
も
の
育
ち
を
支
え
、
若
者
が
安

心
し
て
成
長
で
き
る
社
会
」
を
目
指
し
て

多
様
な
家
庭
や
家
族
の
形
態
が
あ
る
こ
と

を
踏
ま
え
つ
つ
、
生
命
の
大
切
さ
、
家
庭

の
役
割
等
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
家

族
や
地
域
の
結
び
つ
き
の
大
切
さ
を
見
直

し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
＝
家
庭
支
援
課

　

特
設
人
権
相
談
所
を

　
　
　
　
　
　

開
設
し
ま
す

▼
と
き
＝
12
月
５
日（
木
）午
前
10
時
～
正

午
、
午
後
１
時
～
３
時
▼
と
こ
ろ
＝
市
役

所
東
庁
舎
市
民
相
談
室
▼
内
容
＝
人
権
に

関
す
る
悩
み
や
相
談
に
、
経
験
豊
か
な
人

権
擁
護
委
員
が
応
じ
ま
す（
電
話
相
談
も

可
）。
▼
問
合
せ
＝
社
会
福
祉
課

　
「
サ
ン
タ
が
家
に
や
っ
て
く
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　

希
望
者
募
集

▼
と
き
＝
12
月
24
日（
火
）午
後
６
時
～
８

時
▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
保
育
園
・
幼
稚

園
児
を
持
つ
家
庭
▼
定
員
＝
20
組（
応
募

者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）▼
内
容
＝
市
商

工
会
青
年
部
の
部
員
が
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス

に
な
り
、
み
な
さ
ん
の
家
へ
ク
リ
ス
マ
ス

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
お
届
け
し
ま
す
▼
申
込
み

＝
11
月
１
日（
金
）
～
25
日（
月
）に
、
所

定
の
用
紙（
市
商
工
会
、
児
童
課（
東
庁

舎
）、
総
合
体
育
館
、
文
化
勤
労
会
館
に

あ
り
ま
す
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
市

商
工
会
へ
。
フ
ァ
ク
ス（
25
）１
８
２
２
で

も
受
け
付
け
ま
す
。

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

強
化
週
間

▼
実
施
期
間
＝
11
月
18
日（
月
）
～
24
日

（
日
）○
平
日
：
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７

時
○
土
・
日
曜
日
：
午
前
10
時
～
午
後
５

時
▼
内
容
＝
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の

暴
力
、
職
場
等
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為

と
い
っ
た
女
性
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人

権
問
題
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。
▼

相
談
電
話
番
号
＝
０
５
７
０
（
０
７
０
）

８
１
０
▼
問
合
せ
＝
名
古
屋
法
務
局
人
権

擁
護
部
０
５
２（
９
５
２
）８
１
１
１

　
「
介
護
マ
ー
ク
」
を

　
　

配
布
し
て
い
ま
す

　

認
知
症
の
方
の
介
護
は
、
他
の
人
か
ら

見
る
と
介
護
を
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

に
く
い
た
め
、
誤
解
や
偏
見
を
持
た
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

介
護
す
る
方
が
、
介
護
中
で
あ
る
こ
と

を
周
囲
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

「
介
護
マ
ー
ク
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
障
害
を
有
す
る
方
を
介
護
す
る
方

も
「
介
護
マ
ー
ク
」
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
と
き
に
…

○
介
護
し
て
い
る
こ
と
を
周
囲
に
さ
り
げ

な
く
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
き
。

○
駅
や
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
な
ど
の
ト
イ
レ

で
付
き
添
う
と
き
。

○
男
性
介
護
者
が
女
性
用
下
着
を
購
入
す

る
と
き
。

▼
配
布
数
＝
１
０
０
枚（
先
着
順
）

▼
配
布
場
所
＝
高
齢
福
祉
課（
東
庁
舎
）お

よ
び
社
会
福
祉
課（
西
庁
舎
）

　

県
立
一
宮
聾
学
校

　
　
　
　

乳
幼
児
教
育
相
談

　

聞
こ
え
と
こ
と
ば
は
３
歳
ま
で
に
そ
の

基
礎
が
確
立
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
聞
こ
え
に
よ
る
こ
と
ば
の
遅

れ
に
対
す
る
教
育
は
、
早
け
れ
ば
早
い
ほ

ど
効
果
が
上
が
り
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
聞

こ
え
や
こ
と
ば
に
少
し
で
も
不
安
を
抱
い

た
ら
、
た
め
ら
わ
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
教
育
相
談
：
悩
み
や
子
育
て
の
ア
ド
バ

イ
ス
、
聞
こ
え
に
関
す
る
簡
単
な
検
査

を
行
い
ま
す
。

○
乳
幼
児
教
室
：
聞
こ
え
や
聞
こ
え
に
よ

る
こ
と
ば
に
障
害
を
有
す
る
お
子
さ
ん

と
保
護
者
を
対
象
に
し
た
個
別
支
援
を

行
い
ま
す
。

○
進
路
相
談
：
難
聴
の
お
子
さ
ん
の
進
路

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
県
立
一
宮
聾
学
校
幼
稚
部

０
５
８
６
（
45
）６
０
０
０
、
フ
ァ
ク
ス

０
５
８
６（
43
）４
４
６
２

公共施設利用抽選会・12月分
施 設 名 と　き ところ

 二子テニスコート  11月2日（土）受付 : 午前８時30分～  総合体育館 市民ホール
 市民グラウンド・中学校グラウンド（師勝・訓原・
西春・白木・天神中学校）夜間照明

 11月16日（土）受付 : 午前８時30分～  総合体育館 大・小会議室

 学校施設（体育館・テニスコート）  11月16日（土）受付 : 午前9時30分～  総合体育館 大・小会議室

お
知
ら
せ

西枇杷島警察署調べ

市内の交通事故発生状況

西枇杷島警察署調べ

市内の窃盗犯発生状況市内の窃盗犯発生状況

侵 入 盗
乗 物 盗
非侵入盗
侵入盗 : 空き巣、忍び込み等
乗物盗 : 自転車・自動車・オートバイ盗
非侵入盗 : 車上ねらい、部品ねらい、
　　　　  ひったくり等

22 件
23 件
11 件

 9 月 累 計

147 件
 189 件
315 件

人身事故数は死亡事故数を含む。

 9 月 累 計

死亡事故

人身事故

物損事故

0 件 1 件
0 人 1 人

48 件 410 件
56 人 515 人

172 件 1,567 件
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子
ど
も
・
家
庭
１
１
０
番

　

県
で
は
、
子
ど
も
に
つ
い
て
の
悩
み
を

抱
え
て
い
る
方
の
た
め
に
、
電
話
で
相
談

に
応
じ
ま
す
。
お
子
さ
ん
か
ら
の
相
談
に

も
応
じ
て
い
ま
す
。
▼
と
き
＝
毎
日
午
前

９
時
～
午
後
５
時（
年
中
無
休
）▼
連
絡
先

＝
電
話
相
談
子
ど
も
・
家
庭
１
１
０
番
☎

０
５
２（
９
５
３
）４
１
５
２

　

児
童
虐
待
相
談

　
「
児
童
虐
待
で
は
」
と
思
わ
れ
る
こ
と

が
あ
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

（
休
日
・
夜
間
対
応
可
）。
▼
連
絡
先
＝
県

中
央
児
童
・
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー
☎

０
５
２（
９
６
１
）７
２
５
０
ま
た
は
市
役

所
家
庭
支
援
課
☎（
22
）１
１
１
１

　

教
育
相
談

　

い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
、
学
校
教
育
に

関
す
る
悩
み
な
ど
の
相
談
に
、
電
話
や
面

接
で
応
じ
ま
す
。

▼
と
き
＝
火
・
木
・
金
曜
日
午
前
９
時
～

午
後
４
時
▼
と
こ
ろ
＝
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
「
パ
レ
ッ
ト
」（
東
庁
舎
分
館
）▼
連

絡
先
＝
☎（
24
）４
１
５
２

　

家
庭
教
育
相
談

　

い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
の
家
庭
教
育
上

の
悩
み
を
持
つ
児
童
や
生
徒
、
保
護
者
な

ど
の
相
談
に
電
話
で
応
じ
ま
す
。

▼
と
き
＝
月
曜
日
～
金
曜
日
午
前
９
時
～

午
後
４
時
▼
連
絡
先
＝
県
教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課
☎
０
５
２（
９
６
１
）０
９
０
０

　

子
育
て
相
談

　

子
育
て
の
不
安
や
悩
み
な
ど
の
相
談
に

応
じ
ま
す
。

保
健
師
・
保
育
士
に
よ
る
電
話
相
談

▼
と
き
＝
月
曜
日
～
金
曜
日
午
前
９
時
～

午
後
４
時
▼
連
絡
先
＝
☎（
22
）５
１
５
１

保
健
師
・
保
育
士
に
よ
る
面
接
相
談
【
予

約
制
】

▼
と
き
＝
月
曜
日
～
金
曜
日
午
前
９
時
～

午
後
４
時
▼
連
絡
先
＝
☎（
22
）５
１
５
１

言
語
聴
覚
士
に
よ
る
発
達
相
談【
予
約
制
】

▼
と
き
＝
月
曜
日
～
金
曜
日
午
前
10
時
～

午
後
４
時
▼
連
絡
先
＝
☎（
22
）５
１
５
１

　

精
神
障
害
者
と

　
　
　

家
族
の
た
め
の
相
談

　

精
神
に
障
害
を
有
す
る
方
の
自
立
と
社

会
参
加
の
促
進
を
目
的
に
、
日
常
生
活
の

支
援
や
困
り
ご
と
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
家
族
会（
れ

ん
こ
ん
）で
も
個
別
支
援
相
談
を
毎
月
第

４
土
曜
日
に
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
太
陽
☎（
25
）

０
６
３
１

　

も
の
忘
れ
相
談

▼
と
き
＝
11
月
21
日（
木
）午
後
2
時
～
4

時
▼
と
こ
ろ
＝
市
役
所
西
庁
舎
分
館
相
談

室
▼
内
容
＝
認
知
症
に
関
す
る
相
談
に
医

師
が
応
じ
ま
す
。
▼
対
象
＝
認
知
症
に
つ

い
て
心
配
ご
と
が
あ
る
方
▼
定
員
＝
4
人

（
先
着
順
）▼
申
込
み
＝
11
月
14
日（
木
）ま

で
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
高
齢
福

祉
課
内
・
東
庁
舎
）へ
。

　

多
重
債
務
者
相
談
強
化
月
間

　
　
　
　
　
　
　

無
料
相
談
会

▼
と
き
＝
11
月
12
日（
火
）午
後
１
時
～
４

時
▼
と
こ
ろ
＝
市
役
所
東
庁
舎
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
ル
ー
ム
▼
対
象
＝
ク
レ
ジ
ッ
ト
な
ど

の
返
済
で
お
悩
み
の
方
▼
定
員
＝
３
人

（
予
約
制
）▼
申
込
み
＝
11
月
８
日（
金
）ま

で
に
商
工
農
政
課（
東
庁
舎
）へ
。

　

た
ん
ぽ
ぽ
相
談

　
「
聞
く
、話
す
、読
む
、書
く
、計
算
す
る
」

な
ど
の
行
為
、ま
た
は
「
注
意
集
中
困
難
、

多
動
性
、
衝
動
性
、
対
人
関
係
」
な
ど
で

困
難
を
示
す
お
子
さ
ん
で
お
悩
み
の
保
護

者
の
方
は
、
愛
知
県
立
一
宮
東
養
護
学
校

の
た
ん
ぽ
ぽ
相
談（
教
育
相
談
）を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

保
護
者
の
み
な
さ
ん
が
抱
え
て
い
る
疑

問
や
不
安
、
悩
み
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え

ま
し
ょ
う
。

▼
申
込
み
＝
電
話
で
愛
知
県
立
一
宮
東
養

護
学
校
☎
０
５
８
６（
51
）５
３
１
１
へ
。

　

行
政
相
談

▼
と
き
＝
11
月
28
日（
木
）午
前
９
時
～
11

時
30
分
▼
と
こ
ろ
＝
市
役
所
西
庁
舎
分
館

▼
内
容
＝
行
政
相
談
委
員
が
行
政
に
関
す

る
ご
意
見
や
ご
要
望
等
を
受
け
付
け
、
そ

の
解
決
や
実
現
の
促
進
、
行
政
運
営
の
改

善
等
を
図
り
ま
す
。
▼
問
合
せ
＝
総
務
課

育児への不安、いじめ、児童虐待など
気軽にご相談ください！

 10 月１日現在

83,163 人  （－ 　7）

41,847 人  （－  10）

41,316 人  （+ 　3）

総人口

男　性

女　性

世帯数 33,793 世帯（+  10）

北名古屋市の人口

相
　
談
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各種相談をご利用ください。詳しくは、各窓口へ。

社会福祉協議会本所 ☎（25）8500

相 談 名 と　き と こ ろ 相 談 員 問 合 せ

家庭・児童相談  月曜日～金曜日 8:30 ～ 17:00 家庭支援課
（東庁舎分館） 市の相談員 家庭支援課

母子家庭等就業相談  11月14日（木）10:00 ～ 15:30
※12:00 ～ 13:00は除く

ミーティングルー
ム（東庁舎） 県の就業相談員 家庭支援課

母子自立支援相談  月曜日～金曜日 10:00 ～ 16:00 家庭支援課
（東庁舎分館）

市の母子自立支援
員 家庭支援課

青少年相談
ひきこもり・ニート相談  月曜日～金曜日 9:00 ～ 17:00 青少年センター

（東庁舎分館）
青少年センター指
導員

家庭支援課
※電話での相談可

心身障害者相談  11月12日（火）10:00 ～ 12:00 市民相談室（東庁舎） 身体障害者相談員 
知的障害者相談員

社会福祉課
※電話での相談可

法律相談

 11月14日（木）・28日（木） 
 9:00 ～ 12:00

総合福祉センター 
もえの丘相談室

弁護士

社会福祉協議会本所
※予約制11月1日（金）
　から受付開始
※相談時間１組30分

 11月21日（木）・12月5日（木）
 9:00 ～ 12:00

社会福祉協議会本
所相談室

司法書士相談  11月19日（火）13:00 ～ 16:00 総合福祉センター 
もえの丘相談室 司法書士

社会福祉協議会本所
※予約制11月1日（金）
　から受付開始
※相談時間１組50分

ボランティア相談  11月20日（水）13:30 ～ 15:30
総合福祉センター 
も え の 丘 ボ ラ ン
ティア専用室

ボランティア活
動実践者､ 社会福
祉協議会職員

社会福祉協議会本所

心配ごと相談  11月26日（火）9:00 ～ 12:00 社会福祉協議会本
所相談室 社会保険労務士等

社会福祉協議会本所
（混み合う場合は相談時
間に制限を設けること
があります）

住宅トラブル相談  11月19日（火）10:00 ～ 12:00 社会福祉協議会本
所相談室

マンション管理
士、宅地建物取引
主 任 者、 シ ニ ア
ライフアドバイ
ザー、測量士補

社会福祉協議会本所
※予約制11月1日（金）
　から受付開始
※相談時間１組50分

不動産取引の悩みごと相談  11月21日（木）13:00 ～ 16:00 社会福祉協議会本
所相談室

愛知県宅地建物
取引業協会会員 社会福祉協議会本所

消費生活相談（消費者トラ
ブル・多重債務）

※近隣市町の相談窓口も利
用できます

北名古屋市  毎週水曜日
13:30 ～ 16:30

ミーティングルー
ム（東庁舎）

消費生活専門相談員
※電話での相談可 商工農政課

清須市

 毎月第1 ～ 4火曜日 
13:30 ～ 16:30

相談室
（清須市役所本庁舎）

消費生活専門相談員
※電話での相談可

清須市役所 産業課
☎052（400）2911

 11月13日（水） 
18:00 ～ 20:00 清洲市民センター

司法書士
 11月23日（土） 
10:00 ～ 12:00

相談室
（清須市役所本庁舎）

豊山町  11月20日（水） 
13:00 ～ 15:00

会議室 4
（豊山町役場）

消費生活相談員
※電話での相談可

豊山町役場 都市計画課
☎（28）2463

求人情報提供職業相談・
職業紹介 月曜日～金曜日 9:00 ～ 17:00 市役所西庁舎分館

地域職業相談室
職業相談員（地域
職業相談室担当）

北名古屋市地域職業相
談室　☎（24）8689

国民年金相談 月曜日～金曜日 8:30 ～ 17:00 国保医療課（東・西
庁舎） 市職員 国保医療課（東・西庁舎） 

※年金手帳持参

広聴相談（行政一般） 月曜日～金曜日 9:00 ～ 17:00 会議室等（西庁舎） 市職員 人事秘書課
※予約制



いき きい

平成25年　11月27 平成25年　11月 26

名 称 実 施 日 時 間 対 象 ・ 詳 細

母子健康手帳
発行

4か月児健診

１０か月児健
診

1歳6か月児
健診
※歯を磨いてきて

ください。
2歳児むし歯
予防教室
※歯を磨いてきて

ください。

2歳6か月児む
し歯予防教室
※歯を磨いてきて

ください。

3歳児健診
※歯を磨いてきて

ください。

育児相談・
栄養相談
母乳相談

（予約制）
発達相談

（予約制）

11月6日（水）・15日（金）
・29日（金）

６月21日～７月１０日生まれ
１１月８日(金)
７月１１日～７月３１日生まれ
１１月２９日(金)
１２月２１日～１月１０日生まれ
１１月１３日(水)
１月１１日～１月３１日生まれ
１１月２７日(水)

１１月20日(水)

1１月７日（木）

1１月２１日（木）

１１月１４日(木)

1１月2７日（水）

1１月2７日（水）

1１月６日（水）・2０日（水）
２９日(金)

10：00～10：30
  受付９：４0～9：55

受付13：00～13：45

受付13：00～13：45

受付13：00～13：45

受付9：15～10：00

受付9：15～10：00

受付13：00～13：45

受付9：3０～11：00

受付9：3０～11：00
　

受付9：3０～11：00

持ち物：妊娠届出書、ボールペン
内　容：母子手帳等の使い方や妊娠中の過ごし方などの説明
※実施日に参加できない方は保健センターへご連絡ください。
対　象：平成25年６月21日～７月31日生まれの子
持ち物：母子健康手帳、すこやか手帳の4か月児健診問診票、

バスタオル、ボールペン
内　容：健診、離乳食の話
対　象：平成24年12月21日～平成25年1月31日生まれの子
持ち物：母子健康手帳、すこやか手帳の10か月児健診問診票、

バスタオル
内　容：健診、離乳食の話、歯の話、ブックスタート（絵本の

読み聞かせ）
対　象：平成24年４月１１日～３０日生まれの子
持ち物：母子健康手帳、すこやか手帳の1歳6か月児健診問診

票、歯ブラシ、タオル
内　容：健診、歯科健診、フッ化物塗布、親子遊び　
対　象：平成23年10月生まれの子
持ち物：母子健康手帳、すこやか手帳の2歳児むし歯予防教室

問診票、歯ブラシ2本、タオル
内　容：むし歯予防の話、歯科健診、染め出し、フッ化物塗布、

個別相談
対　象：平成23年５月生まれの子
持ち物：母子健康手帳、すこやか手帳の2歳6か月児むし歯予

防教室問診票、歯ブラシ2本、タオル
内　容：むし歯予防の話、歯科健診、染め出し、フッ化物塗布、

個別相談
対　象：平成22年10月21日～11月10日生まれの子
持ち物：母子健康手帳、すこやか手帳の３歳児健診問診票、視

力・聴力検査アンケート、歯ブラシ、タオル
内　容：健診、尿検査、歯科健診、フッ化物塗布、親子遊び
※視力・聴力の検査は自宅で行ってきてください。
※当日、会場で尿検査を行います。
持ち物：母子健康手帳
内　容：身体計測、個別相談

持ち物：母子健康手帳

持ち物：母子健康手帳

お 知 ら せ

成人保健事業
名 称 実 施 日 時 間 対 象 ・ 詳 細

成人健康相談・
心の健康相談

13：30～15：30 持ち物：健康手帳（お持ちの方のみ）
内　容：健康相談、栄養相談、心の相談、血圧測定、尿検査

1１月１5 日（金）

ＢＣＧ予防接種
　と　き　１２月２日（月）
　　　　　午後１時１５分～２時　
　ところ　健康ドーム
　対　象　平成２５年６月１日～２０日生まれの子
　※対象外で接種を希望する方は、ご連絡ください。
　持ち物　母子健康手帳、すこやか手帳のＢＣＧ予診票、バ

スタオル、体温計、ボールペン
離乳食講習会
　と　き　１２月６日（金）午前１０時～正午
　　　　　（受付：午前９時４５分～）
　ところ　健康ドーム　クッキングルーム
　内　容　生後７～８か月の乳児向けの離乳食を作ります。
　定　員　１２人（先着順）
　持ち物　エプロン、タオル、ふきん、三角巾（バンダナ）、母

子健康手帳、筆記用具
　参加費　２００円
　申込み　１１月５日（火）から保健センターへ。

※託児が利用できます。希望する方は、開催日の５日前ま
でに健康ドーム内の子育て支援室☎（22）7601 へお
問い合わせください（月曜は休みです）。

やってみよう！！健康体操 in ふれあいフェスタ 2013
　と　き　１１月２３日（土）
　ところ　 健康ドーム
　内  容    ○みんなでスロー筋トレ : 午前９時４５分～１０時３０分
　　　　　○にこにこ体操 : 午前１０時４５分～１１時３０分
　　　　　○気功 : 午後１時３０分～２時３０分
　定  員 　各５０人
　申込み　１１月１日（金）から保健センターへ。

母子保健事業

※乳幼児健診・むし歯予防教室は、1時間30分～2時間ほどかかります。

　対象となる方で、実施日に水ぼうそうや手足口病など、集団感染しやすい
病気にかかっている方やかかっている恐れのある方は、保健センターまでご
連絡ください。

高齢者肺炎球菌予防接種助成
　　肺炎球菌予防接種費用の一部を助成します。
　　接種を希望する方には、保健センターの窓口で、助成券

と予診票を配布します。
　対　象　次の条件をすべて満たす方
　　　　　○市内在住の方
　　　　　○満６５歳以上の方。または満６０歳から６５歳未

満で心臓、じん臓、呼吸器の機能またはヒト免
疫不全ウィルスによる免疫の機能に障害を有
する身体障害者１級の方。

　※５年以内に高齢者肺炎球菌の予防接種をした方は、強
い副反応が出る恐れがあるため接種できません。

　助成額　4,000 円（１回のみ）
　持ち物　健康保険証（本人確認のため）
　申請方法　平成２６年３月３１日（月）までに保健センター

へ。　
　※指定医療機関へ予約をしてください。接種当日は、助成

券、予診票、健康保険証、自己負担金を持参してくださ
い。

　※指定医療機関以外で接種を受けた場合は、補助金の請
　　求申請を行ってください。
　補助額　4,000 円（１回のみ）
　持ち物　領収書（高齢者肺炎球菌予防接種と明記）、予診

票または予防接種証、振込口座番号または通帳
の写し、印かん

　申請方法　平成２６年３月３１日（月）までに保健センター
へ。

　※接種後は、お早めに申請をしてください。

　問合せ　保健センター

編集発行　北名古屋市役所総務部人事秘書課　〒481-8531　愛知県北名古屋市西之保清水田15
☎0568（22）1111　ＦＡＸ 0568（25）1800　ホームページ http://www.city.kitanagoya.lg.jp/

※外科の受付時間は、各医療機関によって異なりますので、あらかじめお電話でお問い合わせください。

救急病院をご紹介します「救急医療情報センター」☎（81）1133

日曜日、祝日に
　急病人が出たときは・・・休日診療

母子保健事業・成人保健事業の会場は、すべて健康ドームです。
お問い合わせは、保健センター☎（23）4000 へ。

※変更になる場合があります

西部休日急病診療所　清須市西枇杷島町花咲８4
 ☎052（503）8277   

内科・小児科

東部休日急病診療所　北名古屋市九之坪白山３９  
☎（23）0122 受付時間（9：30～１１：３０／13：00～16：30）

西春駅

←

白山 師勝保健所

健康ドーム
東部休日急病診療所東部休日急病診療所

東部休日急病診療所担当医
山田クリニック

さはし内科クリニック

いぶき野クリニック

なるみやクリニック

わかばファミリークリニック

光寿会リハビリテーション病院

師勝クリニック

11/3（日）

4（月）

10（日）

17（日）

23（土）

24（日）

12/1（日）

外科 歯科
受付時間 ※（10：00～17：00） （9：30～11：30）

外 科 歯 科 所在地所在地と　き

11/3
（日）

11/4
（月）

11/10
（日）

11/17
（日）

11/23
（土）

11/24
（日）

12/1
（日）

きとう医院
☎052（400）７２１１

松尾整形外科
☎（２３）６０１１

済衆館病院
☎（２１）０８１１

杉山医院
☎（28）1181

西春整形外科
☎（21）５５２１

済衆館病院
☎（２１）０８１１

師勝整形外科
☎（23）4181

清須市
寺野

北名古屋市
片場

北名古屋市
鹿田

豊山町
豊場

北名古屋市
西之保

北名古屋市
鹿田

北名古屋市
鹿田

あさの歯科医院
☎（23）0251

おぎた歯科医院
☎（21）4777

はやし歯科
☎052（409）8888

小川歯科医院
☎（21）0818

鈴木歯科医院
☎（23）9903

佐藤歯科医院
☎（23）8818

ふくしま歯科
☎052（400）9466

北名古屋市
九之坪

北名古屋市
六ツ師

清須市
東須ヶ口

北名古屋市
沖村

北名古屋市
沖村

北名古屋市
熊之庄

清須市
春日
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名 称 実 施 日 時 間 対 象 ・ 詳 細

母子健康手帳
発行

4か月児健診

１０か月児健
診

1歳6か月児
健診
※歯を磨いてきて

ください。
2歳児むし歯
予防教室
※歯を磨いてきて

ください。

2歳6か月児む
し歯予防教室
※歯を磨いてきて

ください。

3歳児健診
※歯を磨いてきて

ください。

育児相談・
栄養相談
母乳相談

（予約制）
発達相談

（予約制）

11月6日（水）・15日（金）
・29日（金）

６月21日～７月１０日生まれ
１１月８日(金)
７月１１日～７月３１日生まれ
１１月２９日(金)
１２月２１日～１月１０日生まれ
１１月１３日(水)
１月１１日～１月３１日生まれ
１１月２７日(水)

１１月20日(水)

1１月７日（木）

1１月２１日（木）

１１月１４日(木)

1１月2７日（水）

1１月2７日（水）

1１月６日（水）・2０日（水）
２９日(金)

10：00～10：30
  受付９：４0～9：55

受付13：00～13：45

受付13：00～13：45

受付13：00～13：45

受付9：15～10：00

受付9：15～10：00

受付13：00～13：45

受付9：3０～11：00

受付9：3０～11：00
　

受付9：3０～11：00

持ち物：妊娠届出書、ボールペン
内　容：母子手帳等の使い方や妊娠中の過ごし方などの説明
※実施日に参加できない方は保健センターへご連絡ください。
対　象：平成25年６月21日～７月31日生まれの子
持ち物：母子健康手帳、すこやか手帳の4か月児健診問診票、

バスタオル、ボールペン
内　容：健診、離乳食の話
対　象：平成24年12月21日～平成25年1月31日生まれの子
持ち物：母子健康手帳、すこやか手帳の10か月児健診問診票、

バスタオル
内　容：健診、離乳食の話、歯の話、ブックスタート（絵本の

読み聞かせ）
対　象：平成24年４月１１日～３０日生まれの子
持ち物：母子健康手帳、すこやか手帳の1歳6か月児健診問診

票、歯ブラシ、タオル
内　容：健診、歯科健診、フッ化物塗布、親子遊び　
対　象：平成23年10月生まれの子
持ち物：母子健康手帳、すこやか手帳の2歳児むし歯予防教室

問診票、歯ブラシ2本、タオル
内　容：むし歯予防の話、歯科健診、染め出し、フッ化物塗布、

個別相談
対　象：平成23年５月生まれの子
持ち物：母子健康手帳、すこやか手帳の2歳6か月児むし歯予

防教室問診票、歯ブラシ2本、タオル
内　容：むし歯予防の話、歯科健診、染め出し、フッ化物塗布、

個別相談
対　象：平成22年10月21日～11月10日生まれの子
持ち物：母子健康手帳、すこやか手帳の３歳児健診問診票、視

力・聴力検査アンケート、歯ブラシ、タオル
内　容：健診、尿検査、歯科健診、フッ化物塗布、親子遊び
※視力・聴力の検査は自宅で行ってきてください。
※当日、会場で尿検査を行います。
持ち物：母子健康手帳
内　容：身体計測、個別相談

持ち物：母子健康手帳

持ち物：母子健康手帳

お 知 ら せ

成人保健事業
名 称 実 施 日 時 間 対 象 ・ 詳 細

成人健康相談・
心の健康相談

13：30～15：30 持ち物：健康手帳（お持ちの方のみ）
内　容：健康相談、栄養相談、心の相談、血圧測定、尿検査

1１月１5 日（金）

ＢＣＧ予防接種
　と　き　１２月２日（月）
　　　　　午後１時１５分～２時　
　ところ　健康ドーム
　対　象　平成２５年６月１日～２０日生まれの子
　※対象外で接種を希望する方は、ご連絡ください。
　持ち物　母子健康手帳、すこやか手帳のＢＣＧ予診票、バ

スタオル、体温計、ボールペン
離乳食講習会
　と　き　１２月６日（金）午前１０時～正午
　　　　　（受付：午前９時４５分～）
　ところ　健康ドーム　クッキングルーム
　内　容　生後７～８か月の乳児向けの離乳食を作ります。
　定　員　１２人（先着順）
　持ち物　エプロン、タオル、ふきん、三角巾（バンダナ）、母

子健康手帳、筆記用具
　参加費　２００円
　申込み　１１月５日（火）から保健センターへ。

※託児が利用できます。希望する方は、開催日の５日前ま
でに健康ドーム内の子育て支援室☎（22）7601 へお
問い合わせください（月曜は休みです）。

やってみよう！！健康体操 in ふれあいフェスタ 2013
　と　き　１１月２３日（土）
　ところ　 健康ドーム
　内  容    ○みんなでスロー筋トレ : 午前９時４５分～１０時３０分
　　　　　○にこにこ体操 : 午前１０時４５分～１１時３０分
　　　　　○気功 : 午後１時３０分～２時３０分
　定  員 　各５０人
　申込み　１１月１日（金）から保健センターへ。

母子保健事業

※乳幼児健診・むし歯予防教室は、1時間30分～2時間ほどかかります。

　対象となる方で、実施日に水ぼうそうや手足口病など、集団感染しやすい
病気にかかっている方やかかっている恐れのある方は、保健センターまでご
連絡ください。

高齢者肺炎球菌予防接種助成
　　肺炎球菌予防接種費用の一部を助成します。
　　接種を希望する方には、保健センターの窓口で、助成券

と予診票を配布します。
　対　象　次の条件をすべて満たす方
　　　　　○市内在住の方
　　　　　○満６５歳以上の方。または満６０歳から６５歳未

満で心臓、じん臓、呼吸器の機能またはヒト免
疫不全ウィルスによる免疫の機能に障害を有
する身体障害者１級の方。

　※５年以内に高齢者肺炎球菌の予防接種をした方は、強
い副反応が出る恐れがあるため接種できません。

　助成額　4,000 円（１回のみ）
　持ち物　健康保険証（本人確認のため）
　申請方法　平成２６年３月３１日（月）までに保健センター

へ。　
　※指定医療機関へ予約をしてください。接種当日は、助成

券、予診票、健康保険証、自己負担金を持参してくださ
い。

　※指定医療機関以外で接種を受けた場合は、補助金の請
　　求申請を行ってください。
　補助額　4,000 円（１回のみ）
　持ち物　領収書（高齢者肺炎球菌予防接種と明記）、予診

票または予防接種証、振込口座番号または通帳
の写し、印かん

　申請方法　平成２６年３月３１日（月）までに保健センター
へ。

　※接種後は、お早めに申請をしてください。

　問合せ　保健センター

編集発行　北名古屋市役所総務部人事秘書課　〒481-8531　愛知県北名古屋市西之保清水田15
☎0568（22）1111　ＦＡＸ 0568（25）1800　ホームページ http://www.city.kitanagoya.lg.jp/

※外科の受付時間は、各医療機関によって異なりますので、あらかじめお電話でお問い合わせください。

救急病院をご紹介します「救急医療情報センター」☎（81）1133

日曜日、祝日に
　急病人が出たときは・・・休日診療

母子保健事業・成人保健事業の会場は、すべて健康ドームです。
お問い合わせは、保健センター☎（23）4000 へ。

※変更になる場合があります

西部休日急病診療所　清須市西枇杷島町花咲８4
 ☎052（503）8277   

内科・小児科

東部休日急病診療所　北名古屋市九之坪白山３９  
☎（23）0122 受付時間（9：30～１１：３０／13：00～16：30）

西春駅

←

白山 師勝保健所

健康ドーム
東部休日急病診療所東部休日急病診療所

東部休日急病診療所担当医
山田クリニック

さはし内科クリニック

いぶき野クリニック

なるみやクリニック

わかばファミリークリニック

光寿会リハビリテーション病院

師勝クリニック

11/3（日）

4（月）

10（日）

17（日）

23（土）

24（日）

12/1（日）

外科 歯科
受付時間 ※（10：00～17：00） （9：30～11：30）

外 科 歯 科 所在地所在地と　き

11/3
（日）

11/4
（月）

11/10
（日）

11/17
（日）

11/23
（土）

11/24
（日）

12/1
（日）

きとう医院
☎052（400）７２１１

松尾整形外科
☎（２３）６０１１

済衆館病院
☎（２１）０８１１

杉山医院
☎（28）1181

西春整形外科
☎（21）５５２１

済衆館病院
☎（２１）０８１１

師勝整形外科
☎（23）4181

清須市
寺野

北名古屋市
片場

北名古屋市
鹿田

豊山町
豊場

北名古屋市
西之保

北名古屋市
鹿田

北名古屋市
鹿田

あさの歯科医院
☎（23）0251

おぎた歯科医院
☎（21）4777

はやし歯科
☎052（409）8888

小川歯科医院
☎（21）0818

鈴木歯科医院
☎（23）9903

佐藤歯科医院
☎（23）8818

ふくしま歯科
☎052（400）9466

北名古屋市
九之坪

北名古屋市
六ツ師

清須市
東須ヶ口

北名古屋市
沖村

北名古屋市
沖村

北名古屋市
熊之庄

清須市
春日
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